
びわコミ会議は、これからの「みんな」と「びわ湖」を考える、年に一度の大集会。

琵琶湖流域にかかわる様々な主体が、お互いの立場や経験、意見の違いを尊重しつつ、

思いや課題を共有し、琵琶湖の将来のために話し合いましょう。
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時間 タイトル 内　容

10:00 開会 ○司会者より第1部開会の案内

10:05 挨拶
○マザーレイクフォーラム実行委員長より挨拶および趣旨説明
〇滋賀県副知事より挨拶

10:15 旗揚げアンケート等
○昨年のコミットメント達成状況のアンケート
○コメンテーター紹介
○グラフィックレコーディング紹介

10:25 「びわ湖なう」
○びわ湖なうの説明
○コメンテーター・会場からのコメント

10:55
「みんなつながる報告
会」

○団体から報告
①野洲川下流部での住民活動と河川行政との連携(琵琶湖河川レンジャー　根
木山恒平氏)
②漁師から見る琵琶湖(沖島漁業協同組合　奥村繁氏)
③Share INAKA with the World!! 地域と共につくるインバウンドのかたち(Biwako
Backroads　松井ライディ貴子氏)
④魅力を知るきっかけ(FLOATING LIFE　中川善一氏)

11:40
寄付金受領式・
寄付金活用の実績報
告

○寄付金の目録受領
①びわカンゴルフコンペ様
②びわ湖チャリティー１００ｋｍ歩行大会実行委員会様
③Flower　produce　一花（ichica）様
○寄付金活用の実績報告
①マザーレイクにありがとう実行委員会
②びわ湖seedsキャラバン

11:55 第1部閉会

○第1部閉会のことばと種々案内
　◇昼食休憩の案内(13:15までの1時間15分)
　◇ブース見学、出展団体との交流の案内
　◇第2部「びわ湖のこれから話さへん？」の開始時間・場所の案内

12:00
～

13:15

昼食休憩
ブース見学

　◇ブース見学、出展団体との交流
　◇第1部のグラフィックレコーディング掲示

時間 タイトル 内　容

13:15
「びわ湖のこれから話
さへん？」開会

○司会者より開会の案内

13:20 趣旨・流れの説明 ○話し合い方法の説明、13グループの紹介、参加グループ分けを行います

13:40 話し合い開始
○各テーブル(13グループ)に移動
○テーマに沿って話し合い
○話し合い終了後、指定用紙にキーセンテンスを記載(各グループ1枚)

15:00 (小休憩　20分)
○全員、メイン会場(大会議室)へ移動して下さい。
○「わたしのコミットメント」を指定用紙に記載して下さい。

15:20
全体討論開始・進め方
説明

○司会者より全体討論開始のアナウンス
○全体討論の進め方の説明

15:25
各グループのキーセン
テンスの説明

○各グループ代表から、キーセンテンスのみ読み上げ
○司会者とのやりとり

16:10
「わたしのコミットメン
ト」発表

○わたしのコミットメントを掲げて下さい

16:20 琵琶湖周航の歌合唱 ○参加者全員で、川本勇さんのギターに合わせて琵琶湖周航の歌を合唱

16:25 閉会 ○司会者から閉会のアナウンス

※お帰りの際はアンケートに記入し、旗,ペン等は机の上に置いておくか、受付の回収ボックスへお願いします。

第9回　マザーレイクフォーラム　びわコミ会議　進行プログラム

例和元年8月31日

＜午前の部：第1部＞

＜午後の部：第2部＞



No. タイトル 報告者 所属

1
野洲川下流部での住民活動と
河川行政との連携

根木山恒平氏 琵琶湖河川レンジャー

2 漁師から見る琵琶湖 奥村繁氏 沖島漁業協同組合

3
Share INAKA with the World!!
 地域と共につくるインバウンドのかたち

松井ライディ貴子氏 BiwakoBackroads

4 魅力を知るきっかけ 中川善一氏 FLOATING LIFE

NO. テーマ 担当者 所属

1 沖島と琵琶湖の関係性 柿佑爾氏 座・沖島

2

世界中の人が訪れたくなるびわ湖にする
には？
既存の「観光」にはないその先の魅力を伝
える

松井ライディ貴子氏 BiwakoBackroads

3
未来に残る琵琶湖の姿とは？
魅力を尊重する発信とは？

中川善一氏 FLOATING LIFE

4 語り合おう！野洲川の過去・現在・未来 石橋弘之氏 総合地球環境学研究所

5
びわ湖に対するそれぞれの「想い」の
距離感をどう縮めるか？

石中英司氏
琵琶湖・淀川流域圏連携交
流会

6 北湖のオオバナミズキンバイについて 佐藤美菜氏
NPO法人国際ボランティア
学生協会

7 天井川のこれまで、これから 桐畑孝佑氏 湖南流域環境保全協議会

8 琵琶湖の豊かさを守るには？ 松垣俊亮氏
大川活用プロジェクト
支援団体haconiwa

9 釣り人が出来る琵琶湖の保全と活用 武田みゆき氏 淡海を守る釣り人の会

10 マザーレイク21計画のふりかえり 清水宏孝氏 滋賀県琵琶湖保全再生課

11 「やまの健康」について 櫻本直樹氏 滋賀県森林政策課

12 水源の森のこれまで、これから 野間直彦氏 滋賀県立大学

13 水草×情報化 近藤康久氏 水宝山(水草は宝の山)

テーブル1～7：大会議室　　8～10：中会議室1　　11～13：中会議室2

※テーブルの部屋割り

■　第1部　みんなつながる報告会

■　第2部　びわ湖のこれから話さへん？

　第1部・第2部の報告者等リスト
第9回マザーレイクフォーラムびわコミ会議2019



第 2部「びわ湖のこれから話さへん？」の進め方 

 

１ 参加するテーマ（グループ）を選ぶ 

13 個のテーマごとに、グループに分かれて話し合いを行います。自分の興味のある

テーマのグループを自由に選んで参加してください。人数制限はありませんが、人数

が多すぎると深い議論ができません。人の偏り具合を見ながら、自主的に調整をお願

いします。 

※話し合いを周りで聞いているだけでも結構ですので、お気軽にご参加下さい。 

 

２ グループで話し合う 

各グループには、「進行役」と「記録係」がいます。議論の流れは、おおよそ下記の

ような流れです。 

①簡単な自己紹介 

まずは知り合いましょう。お名前、ご所属、普段の活動内容などを簡単に。 

②テーマに沿っての話し合い 

進行役の進行に沿って、グループで話し合いを進めてください。議論の概要は記

録係が模造紙等に書きとめます。 

③キーセンテンスをまとめる 

議論の最後には、進行役が簡単にふりかえりをしますので、全体討論において各

グループから提示する「キーセンテンス」をまとめてください。 

※記録係は、話し合い終了後、各グループでの議論の内容や、マザーレイク 21計画

の見直しの結果についてまとめます。これらは後日、マザーレイクフォーラムのホ

ームページなどに掲載する予定です。 

 

３ 話し合いのルール 

〇他の参加者の話に耳を傾けよう 

自分の意見を発表するだけでなく、他の人の意見にも耳を傾けましょう。限られ

た時間の中ですので、できるだけ多くの方が発言できるよう、発言内容は簡潔にし、

他の人へのご配慮をお願いします。 

〇批判するのはやめよう 

他の人の意見は尊重し、批判をしないようにしてください。議論を無理にまとめ

るのではなく、いろんな意見があることをみんなで尊重し、理解することに努めま

しょう。 

〇みんなで平等に話し合おう 

話し合いの場にいる誰もが対等、平等な関係にあります。年齢や立場に関わらず、

遠慮せずにどんどんご発言ください。 
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興
推

進
協

議
会

第
6
回

6
章

1
琵

琶
湖

流
域

生
態

系
の

保
全

・
再

生
N

o.
す

で
に

で
き

て
い

る
こ

と
実

現
に

向
け

た
課

題
十

分
記

載
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
グ

ル
ー

プ
テ

ー
マ

担
当

団
体

び
わ

コ
ミ
会

議

1

・
水

草
（
在

来
種

・
外

来
種

）
の

刈
り

取
り

・
水

草
の

堆
肥

化
・
水

草
堆

肥
の

ユ
ー

ザ
ー

を
拡

大
す

る
こ

と
・
水

草
の

堆
肥

以
外

の
活

用
方

法
を

探
索

す
る

こ
と

・
水

草
の

地
域

資
源

と
し

て
の

価
値

を
高

め
、

地
域

の
人

々
の

水
草

に
対

す
る

意
識

を
喚

起
す

る
こ

と
・
水

草
を

活
用

す
る

た
め

の
事

業
モ

デ
ル

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

を
創

出
す

る
こ

と

8.
水

草
を

活
か

す

総
合
地
球
環
境
学
研

究
所

第
7
回

2
・
外

来
種

の
水

際
対

策
・
外

来
種

の
駆

除
活

動
・
外

来
種

の
管

理
責

任
問

題
・
人

と
外

来
種

の
よ

り
良

い
共

存
12.

外
来

種
と

生
き

ら
れ

る
か

？
滋
賀
県
自
然
環
境
保

全
課

IV
U
S
A

第
7
回

3

・
ゆ

り
か

ご
水

田
な

ど
で

稚
魚

を
育

て
る

仕
組

み
．

・
漁

師
が

漁
業

資
源

の
保

護
の

た
め

獲
り

す
ぎ

な
い

よ
う

配
慮

し
て

い
る

．
・
科

学
的

デ
ー

タ
以

外
の

主
観

的
な

琵
琶

湖
の

変
化

に
つ

い
て

，
漁

師
や

レ
ジ

ャ
ー

釣
り

人
ら

は
把

握
し

て
い

る
（
語

れ
る

）
．

・
漁

業
者

に
よ

る
外

来
魚

駆
除

．

・
湖

底
環

境
の

改
善

な
ど

対
処

療
法

的
な

こ
と

で
は

魚
介

類
は

再
生

し
な

い
．

根
本

的
な

改
善

が
必

要
．

8.
漁

師
か

ら
見

た
び

わ
湖

中
主

漁
業

協
同

組
合

第
8
回

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
び
わ
コ
ミ
会
議
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画
（
第
2
期
）
の
評
価
結
果
（
第
4
～
8
回
）

こ
れ

ま
で

の
び

わ
コ

ミ
会

議
（
第

2
部

）
に

お
い

て
各

テ
ー

ブ
ル

か
ら

提
出

さ
れ

た
「
振

り
返

り
シ

ー
ト
」
を

元
に

、
マ

ザ
ー

レ
イ

ク
2
1
計

画
（
第

2
期

）
の

評
価

結
果

を
項

目
別

に
ま

と
め

ま
し

た
。

2
0
2
0

年
度

以
降

の
計

画
見

直
し

等
へ

の
活

用
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

き
ま

す
。



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

6
章

2
暮

ら
し

と
湖

の
関

わ
り

の
再

生
N

o.
す

で
に

で
き

て
い

る
こ

と
実

現
に

向
け

た
課

題
十

分
記

載
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
グ

ル
ー

プ
テ

ー
マ

担
当

団
体

び
わ

コ
ミ
会

議

1

・
「
身

近
な

水
環

境
に

親
し

み
、

自
ら

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
見

直
し

て
い

く
人

の
増

加
」

び
わ

湖
や

身
近

な
水

環
境

へ
の

関
心

が
高

い
移

住
者

・
移

住
希

望
者

が
増

え
て

い
る

・
山

か
ら

引
い

た
水

を
使

っ
て

染
色

・
機

織
り

を
し

、
そ

れ
を

生
業

に
し

て
い

る
移

住
者

が
い

る
。

排
水

に
気

を
使

い
、

人
工

染
料

な
ど

、
環

境
に

影
響

の
あ

る
排

水
は

し
な

い

・
び

わ
湖

が
好

き
で

、
び

わ
湖

の
近

く
に

住
み

た
い

希
望

者
が

い
る

一
方

、
地

元
で

は
受

け
入

れ
態

勢
が

ま
だ

ま
だ

で
き

て
い

な
い

。
多

種
多

様
な

暮
ら

し
方

、
考

え
方

を
受

け
入

れ
る

姿
勢

が
薄

い
・
地

元
と

移
住

者
を

つ
な

ぐ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
機

能
、

地
元

や
地

域
の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

と
な

る
べ

く
人

材
と

人
材

育
成

が
必

要

3.
移

住
者

か
ら

見
た

滋
賀

・
び

わ
湖

長
浜

市
移

住
定

住
促

進
協

議
会

第
8
回

7
章

1
「
近

い
水

」
の

あ
る

暮
ら

し
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
N

o.
す

で
に

で
き

て
い

る
こ

と
実

現
に

向
け

た
課

題
十

分
記

載
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
グ

ル
ー

プ
テ

ー
マ

担
当

団
体

び
わ

コ
ミ
会

議

1

「
近

江
水

の
宝

」
調

査
活

用
に

関
す

る
事

業
http://w

w
w

.pref.shiga.lg.jp/edu/sogo/kakuka/m
a07/treasure_

of_w
ater/

地
域

を
代

表
す

る
名

勝
・
古

刹
レ

ベ
ル

の
有

名
な

「
宝

」
に

関
し

て
は

、
そ

の
選

定
に

多
く

の
人

が
賛

成
す

る
と

思
い

ま
す

。
今

回
の

話
し

合
い

で
で

て
き

た
宝

は
、

こ
の

よ
う

な
有

名
な

宝
も

含
み

ま
す

が
、

一
方

で
個

人
の

体
験

に
も

と
づ

い
た

よ
り

小
さ

な
ス

ケ
ー

ル
で

の
宝

や
無

名
の

宝
も

入
っ

て
い

ま
す

。
後

者
の

宝
を

ど
う

伝
え

て
守

っ
て

い
く

か
が

今
後

の
課

題
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4.
教

え
て

！
あ

な
た

の
ま

ち
の

タ
カ

ラ
モ

ノ
地

球
研

栄
養

循
環

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

第
4
回

2

p.40
、

4
行

目
　

琵
琶

湖
に

感
謝

す
る

「
飲

水
思

源
」
に

つ
い

て
は

、
近

畿
の

水
瓶

と
し

て
認

識
さ

れ
て

い
る

。
・
「
内

容
・
主

な
施

策
（p.40

）
」
に

「
県

域
を

越
え

た
流

域
連

携
事

業
」
の

記
載

が
必

要
例

：
グ

ラ
ン

ド
の

助
成

金
な

ど
、

上
下

流
連

携
の

事
業

に
対

す
る

支
援例

：
指

標
と

し
て

、
マ

ザ
ー

レ
イ

ク
・
淡

海
の

川
づ

く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
へ

の
他

府
県

団
体

の
参

加
数

6.
琵

琶
湖

・
淀

川
水

系
で

の
上

流
と

下
流

が
つ

な
が

る
に

は
？

N
PO

法
人

 蒲
生

野
考

現
倶

楽
部

琵
琶

湖
・
淀

川
流

域
圏

連
携

交
流

会
第

4
回

3

P40
、

４
行

目
　

琵
琶

湖
に

感
謝

す
る

「
飲

水
思

源
」
に

つ
い

て
は

、
近

畿
の

水
瓶

と
し

て
認

識
さ

れ
て

い
る

。

・
飲

み
水

、
生

き
物

、
食

べ
物

、
災

害
な

ど
で

上
下

流
（
流

域
）
は

繋
が

っ
て

い
る

が
、

そ
の

こ
と

に
気

づ
く

仕
掛

け
が

な
い

。
・
び

わ
湖

や
滋

賀
の

魅
力

の
発

信
が

ま
だ

不
十

分

琵
琶

湖
の

魅
力

の
発

信
や

、
様

々
な

取
組

み
に

関
す

る
発

信
の

記
載

が
不

十
分

。
ま

た
、

特
に

琵
琶

湖
の

課
題

が
、

下
流

地
域

に
知

ら
れ

て
い

な
い

。

3.
つ

な
が

る
た

め
の

方
法

を
考

え
よ

う
～

市
民

レ
ベ

ル
で

ど
う

つ
な

が
る

か
～

N
P
O

法
人

こ
ど

も
ア

ー
ト

 （
琵

琶
湖

・
淀

川
流

域
圏

連
携

交
流

会
）

第
5
回

4

日
本

一
の

琵
琶

湖
の

水
質

が
改

善
し

、
景

色
が

良
く

な
っ

て
い

る
こ

と
。

琵
琶

湖
の

周
り

の
サ

イ
ク

リ
ン

グ
や

、
琵

琶
湖

で
の

水
泳

な
ど

で
、

運
動

と
琵

琶
湖

が
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

。

よ
り

水
質

を
改

善
さ

せ
、

更
に

素
敵

な
景

観
を

取
り

戻
す

こ
と

。
最

も
琵

琶
湖

を
体

験
で

き
る

琵
琶

湖
沿

い
を

歩
く

と
い

う
こ

と
を

広
め

て
い

く
こ

と
。

11.
 体

験
で

得
ら

れ
る

 ５
つ

の
K

～
健

康
・
環

境
・
観

光
・
啓

発
・
感

動
～

(株
)エ

フ
ア

イ
び

わ
湖

チ
ャ

リ
テ

ィ
ー

100km
歩

行
大

会
第

5
回

5

マ
ザ

ー
レ

イ
ク

21
計

画
の

「
つ

な
が

り
へ

の
配

慮
」
に

か
か

る
成

果
指

標
の

一
つ

「
自

分
の

住
む

地
域

の
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
知

っ
て

い
る

人
の

割
合

　
H

32
年

１
０

０
％

」
に

む
け

、
H

26
年

3
月

に
制

定
し

た
流

域
治

水
条

例
に

お
い

て
、

宅
地

建
物

取
引

時
に

水
害

リ
ス

ク
情

報
を

取
引

の
相

手
側

に
提

供
す

る
よ

う
努

力
義

務
規

定
を

設
置

し
た

。

水
の

楽
し

さ
と

怖
さ

の
両

方
の

性
格

を
県

民
の

皆
さ

ん
に

知
っ

て
も

ら
い

、
「
近

い
水

」
を

実
現

す
る

た
め

に
、

環
境

活
動

と
治

水
・
防

災
活

動
を

結
び

付
け

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

都
市

計
画

・
ま

ち
づ

く
り

（
人

が
ど

こ
に

住
む

の
か

）
に

関
す

る
こ

と
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

。
12.

ど
う

や
っ

て
水

害
か

ら
命

や
財

産
を

守
る

？
滋
賀
県
土
木
交
通

部
流
域
政
策
局
流

域
治
水
政
策
室

第
5
回

6

・
県

、
市

、
集

落
レ

ベ
ル

に
お

い
て

、
市

民
参

画
の

下
、

目
指

す
べ

き
将

来
社

会
の

姿
に

関
す

る
議

論
や

共
有

が
行

わ
れ

て
い

る
。

（M
L
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
持

続
可

能
な

滋
賀

社
会

ビ
ジ

ョ
ン

、
東

近
江

市
環

境
円

卓
会

議
、

高
島

未
来

円
卓

会
議

、
蒲

生
地

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
な

ど
）

・
農

家
レ

ス
ト
ラ

ン
、

6
次

産
業

、
農

家
民

泊
、

エ
コ

ツ
ア

ー
な

ど
、

地
域

の
人

に
よ

る
地

域
の

資
源

を
活

か
し

た
仕

事
づ

く
り

が
活

発
に

な
っ

て
い

る
。

（
あ

い
と

う
ふ

く
し

モ
ー

ル
、

高
島

未
来

円
卓

会
議

な
ど

）
・
地

域
ぐ

る
み

で
の

世
代

間
教

育
、

環
境

学
習

、
体

験
な

ど
、

多
様

な
学

び
の

場
が

あ
る

・
目

指
す

社
会

の
ビ

ジ
ョ
ン

づ
く

り
は

盛
ん

で
あ

る
が

、
各

主
体

が
行

動
で

き
る

ビ
ジ

ョ
ン

に
は

な
っ

て
い

な
い

・
休

耕
地

と
農

業
参

入
希

望
者

を
繋

ぐ
公

的
な

仕
組

み
が

必
要

・
地

域
資

源
の

価
値

の
見

直
し

が
必

要
「
な

い
も

の
ね

だ
り

」
か

ら
「
あ

る
も

の
探

し
」
へ

・
モ

ノ
や

お
金

で
は

な
く

、
心

が
豊

か
な

社
会

を
目

指
し

て
い

く
こ

と
が

、
結

果
的

に
琵

琶
湖

の
保

全
・
再

生
に

も
つ

な
が

っ
て

い
く

と
い

う
視

点
が

十
分

描
か

れ
て

い
な

い
。

13.
人

口
減

少
を

見
据

え
た

豊
か

な
滋

賀
づ

く
り

に
つ

い
て

滋
賀

県
企

画
調

整
課

滋
賀

県
琵

琶
湖

環
境

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

第
5
回



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

7

「
近

い
水

」
の

あ
る

暮
ら

し
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

い
う

意
味

で
は

、
抒

情
豊

か
な

琵
琶

湖
辺

で
の

文
化

と
自

然
を

う
た

い
こ

ん
だ

「
琵

琶
湖

周
航

の
歌

」
は

、
地

元
住

民
は

も
ち

ろ
ん

琵
琶

湖
に

実
際

に
触

れ
る

こ
と

の
少

な
い

県
外

の
人

た
ち

に
と

っ
て

も
馴

染
み

の
歌

で
あ

る
。

過
去

1
0
0
年

の
周

航
の

歌
を

つ
な

い
で

き
た

人
び

と
の

意
識

と
伝

統
は

大
き

な
財

産
で

あ
る

。
今

、
自

転
車

や
マ

ラ
ソ

ン
な

ど
で

の
「
琵

琶
湖

一
周

」
ビ

ワ
イ

チ
の

ハ
シ

リ
が

ま
さ

に
ボ

ー
ト
に

よ
る

琵
琶

湖
周

航
＝

水
上

ビ
ワ

イ
チ

で
あ

り
、

こ
れ

は
貴

重
な

蓄
積

と
い

え
る

。

琵
琶

湖
周

航
１

０
０

年
目

の
「
な

ぞ
り

周
航

」
を

き
っ

か
け

に
し

て
、

多
様

な
水

上
ス

ポ
ー

ツ
の

関
係

者
、

ま
た

ビ
ワ

イ
チ

マ
ラ

ソ
ン

や
サ

イ
ク

リ
ン

グ
な

ど
琵

琶
湖

一
周

型
の

ス
ポ

ー
ツ

を
結

集
し

、
地

元
の

人
た

ち
も

巻
き

込
ん

だ
「
県

民
参

加
の

琵
琶

湖
周

航
」
を

実
現

。
・
県

民
参

加
の

周
航

実
現

の
た

め
の

熱
意

を
も

っ
た

事
務

局
体

制
と

組
織

づ
く

り
・
上

記
を

さ
さ

え
る

た
め

の
予

算
と

財
政

的
措

置
・
社

会
的

発
信

の
た

め
の

戦
略

と
そ

の
実

践
・
東

京
オ

リ
パ

ラ
の

文
化

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
文

化
庁

）
へ

の
申

請
戦

略

6.
『
琵

琶
湖

周
航

の
歌

』
1
0
0
周

年
と

こ
れ

か
ら

の
琵

琶
湖

水
上

ス
ポ

ー
ツ

の
可

能
性

に
つ

い
て

び
わ
こ
成
蹊
ス

ポ
ー
ツ
大
学

第
6
回

8

マ
ザ

ー
レ

イ
ク

2
1
計

画
の

「
近

い
水

」
の

あ
る

暮
ら

し
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

含
ま

れ
る

、
『
環

境
学

習
・
体

験
・
観

光
な

ど
の

事
業

の
充

実
』

と
し

て
小

学
校

な
ど

で
の

総
合

学
習

の
場

な
ど

に
お

い
て

、
川

の
怖

さ
を

伝
え

る
出

前
講

座
と

と
も

に
、

川
の

良
さ

を
伝

え
る

た
め

の
自

然
学

習
と

し
て

、
実

際
に

浅
い

川
に

入
っ

て
流

れ
を

体
験

す
る

流
れ

体
験

や
川

の
生

き
も

の
を

観
察

す
る

観
察

会
な

ど
の

体
験

学
習

を
取

り
入

れ
て

い
る

。

話
合

い
の

中
で

「
昔

は
川

で
よ

く
遊

ん
だ

り
も

し
た

が
、

今
で

は
川

は
怖

い
も

の
と

い
う

印
象

が
強

く
な

っ
て

い
る

」
と

い
う

話
も

あ
り

、
「
近

い
水

」
の

あ
る

暮
ら

し
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

よ
り

進
め

る
た

め
に

、
川

が
提

供
し

て
く

れ
る

楽
し

い
面

と
水

害
な

ど
の

怖
い

面
と

い
う

も
の

を
、

適
切

か
つ

バ
ラ

ン
ス

よ
く

知
っ

て
い

た
だ

く
必

要
が

あ
る

。

10.
ど

う
や

っ
て

水
害

か
ら

命
や

財
産

を
守

る
？

滋
賀
県
土
木
交
通

部
流
域
政
策
局
流

域
治
水
政
策
室

第
6
回

9

・
環

境
学

習
な

ど
体

験
型

学
習

・
そ

れ
ぞ

れ
の

楽
し

み
方

で
の

琵
琶

湖
の

活
用

（
た

だ
し

、
琵

琶
湖

の
保

全
へ

の
意

識
は

不
明

）

・
「
保

全
に

沿
っ

た
活

用
」
が

、
単

に
楽

し
む

こ
と

や
県

外
か

ら
人

を
呼

び
込

む
こ

と
と

、
ど

こ
が

異
な

り
、

ど
の

よ
う

な
視

点
を

織
り

込
む

べ
き

か
、

整
理

が
必

要
。

・
県

外
か

ら
の

利
用

者
と

、
県

民
と

の
良

好
な

関
係

を
維

持
す

る
た

め
の

工
夫

。
・
琵

琶
湖

の
活

用
に

関
す

る
全

体
像

整
理

。
（
現

状
把

握
か

ら
）

・
琵

琶
湖

の
活

用
に

つ
い

て
、

計
画

で
は

、
琵

琶
湖

か
ら

得
ら

れ
る

恵
み

を
扱

う
１

次
産

業
の

姿
は

読
み

取
れ

る
が

、
レ

ジ
ャ

ー
利

用
な

ど
に

つ
い

て
は

、
色

が
薄

い
と

思
う

。
そ

の
た

め
か

、
県

外
の

方
と

琵
琶

湖
の

つ
な

が
り

を
ど

う
す

る
の

か
、

が
明

確
に

さ
れ

て
い

な
い

と
思

う
。

11.
琵

琶
湖

保
全

再
生

法
成

立
～

国
民

的
資

産
「
琵

琶
湖

」
を

未
来

に
・

私
た

ち
が

で
き

る
こ

と
～

滋
賀
県
琵
琶
湖
環

境
部
琵
琶
湖
保
全

再
生
課

第
6
回

10

私
た

ち
は

琵
琶

湖
の

水
に

よ
っ

て
生

か
さ

れ
て

い
る

の
だ

か
ら

，
琵

琶
湖

が
人

々
に

と
っ

て
身

近
な

も
の

・
自

分
事

と
な

ら
な

い
と

い
け

な
い

。
多

数
派

が
強

く
な

る
と

い
う

県
民

性
（
国

民
性

）
が

あ
る

が
，

自
分

が
大

切
だ

と
思

う
事

を
世

界
へ

発
信

す
べ

き
。

15.
映

画
「
マ

ザ
ー

レ
イ

ク
」

が
滋

賀
県

・
琵

琶
湖

に
も

た
ら

し
た

も
の

マ
ザ

ー
レ

イ
ク

の
会

第
6
回

11

伝
統

文
化

と
し

て
の

筏
の

復
活

。
・
ま

ず
は

多
く

の
人

に
筏

の
こ

と
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
こ

と
。

・
ド

ロ
ー

ン
の

映
像

等
を

使
っ

た
、

筏
に

関
す

る
情

報
の

積
極

的
な

発
信

。

1
文

化
か

ら
見

た
び

わ
湖

京
筏

組

第
8
回

12

・
「
う

み
の

こ
」
と

い
う

共
通

体
験

を
も

と
に

、
「
人

と
人

」
、

「
ふ

る
さ

と
滋

賀
と

人
」
が

つ
な

が
り

、
郷

土
を

愛
す

る
思

い
や

琵
琶

湖
を

大
切

に
し

た
い

と
い

う
思

い
を

共
有

し
て

い
る

。
・
「
う

み
の

こ
」
で

の
体

験
（
島

の
や

周
り

の
景

色
の

展
望

）
を

も
と

に
、

多
く

の
県

民
が

琵
琶

湖
の

す
ば

ら
し

さ
を

実
感

し
て

い
る

。

・
環

境
学

習
で

培
っ

た
思

い
や

考
え

が
、

琵
琶

湖
を

守
る

と
い

う
行

動
に

つ
な

が
ら

な
い

。
社

会
教

育
や

生
涯

教
育

の
場

面
で

、
人

々
が

学
ぶ

機
会

を
得

ら
れ

る
仕

組
み

作
り

が
必

要
。

　
環
境
学
習
に
つ
い
て
の
内
容
（
学
校
教
育
に
関
わ
っ
て
）

　
→
学
習
指
導
要
領
に
学
習
内
容
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一

律
に
表
記
す
る
こ
と
は
困
難
だ
と
思
い
ま
す
。

2
う

み
の

こ
』
が

見
続

け
て

き
た

び
わ

湖
び

わ
こ

フ
ロ

ー
テ

ィ
ン

グ
ス

ク
ー

ル

第
8
回

13

●
　

子
ど

も
た

ち
の

体
験

の
場

の
提

供
な

ど
に

よ
り

、
「
暮

ら
し

と
琵

琶
湖

と
の

関
わ

り
」
を

再
生

す
る

機
会

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
5

世
界

農
業

遺
産

か
ら

み
た

び
わ

湖
滋

賀
県

農
政

水
産

部
農

政
課

第
8
回

14

「
地

産
地

消
や

環
境

へ
の

負
荷

の
小

さ
い

グ
リ
ー

ン
購

入
の

推
進

」
に

つ
い

て
は

、
県

産
農

林
水

産
物

の
販

売
促

進
が

行
政

や
民

間
に

お
い

て
実

施
さ

れ
て

お
り

、
ま

た
グ

リ
ー

ン
購

入
の

推
進

に
つ

い
て

も
以

前
よ

り
S
G

P
N

や
参

加
登

録
事

業
者

等
が

実
施

し
て

い
る

。

環
境

配
慮

商
品

の
購

入
が

奨
励

さ
れ

、
ま

た
そ

の
重

要
性

は
認

知
さ

れ
つ

つ
あ

る
が

、
な

か
な

か
実

際
の

購
入

に
結

び
つ

い
て

い
な

い
。

経
済
的
な
視
点
が
ほ
と
ん
ど
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
環
境
に

配
慮
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
消
費
者
に
選
ば
れ
、
そ
れ
を

作
る
生
産
者
が
増
え
る
と
い
っ
た
「
環
境
と
経
済
の
好
循

環
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、
農
林
水
産
部
局
だ
け
で
な
く
、

環
境
部
局
も
経
済
循
環
に
配
慮
し
た
施
策
づ
く
り
を
行
う
必

要
が
あ
る
し
、
民
間
企
業
と
の
積
極
的
な
連
携
な
ど
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
環
境
保
全
の
ベ
ー
ス
の
上
で
社
会
・
経
済

が
持
続
可
能
と
な
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
部
局
連

携
、
官
民
連
携
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

6
消

費
者

マ
ザ

ー
レ

イ
ク

に
あ

り
が

と
う

実
行

委
員

会

第
8
回



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

15

「
暮

ら
し

と
湖

の
関

わ
り

の
再

生
」
＜

個
人

・
家

庭
＞

十
分

に
達

成
で

き
て

い
る

と
は

言
え

な
い

も
の

の
、

話
し

合
い

で
も

挙
が

っ
た

が
、

滋
賀

県
は

特
に

、
市

民
が

自
発

的
に

琵
琶

湖
の

保
全

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

が
多

い
と

感
じ

た
。

ま
た

、
同

テ
ー

ブ
ル

に
参

加
さ

れ
た

霞
ヶ

浦
市

民
協

会
様

の
話

を
聞

き
、

環
境

保
全

に
関

す
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

の
活

動
団

体
も

、
他

府
県

に
比

べ
て

多
い

よ
う

思
う

。

「
暮

ら
し

と
湖

の
関

わ
り

の
再

生
」
＜

個
人

・
家

庭
＞

琵
琶

湖
の

環
境

保
全

に
関

わ
る

市
民

の
意

識
は

高
い

。
そ

れ
で

も
な

お
、

琵
琶

湖
の

環
境

保
全

や
再

生
活

動
が

進
ま

な
い

理
由

の
ひ

と
つ

に
は

、
観

光
等

で
一

時
的

に
琵

琶
湖

に
訪

れ
た

市
民

を
巻

き
込

め
て

い
な

い
現

状
が

あ
る

と
考

え
る

。
今

回
同

テ
ー

ブ
ル

で
参

加
さ

れ
た

ベ
ト
ナ

ム
か

ら
の

参
加

者
た

ち
は

、
「
琵

琶
湖

は
と

て
も

綺
麗

だ
っ

た
」
と

良
い

印
象

を
持

っ
て

い
た

が
、

興
味

関
心

が
な

け
れ

ば
、

眺
め

て
も

ら
う

こ
と

も
な

い
。

観
光

客
等

に
、

環
境

の
分

野
で

い
か

に
琵

琶
湖

に
興

味
関

心
を

も
っ

て
も

ら
う

か
、

こ
れ

が
ひ

と
つ

の
課

題
と

考
え

る
。

7
世

界
の

湖
沼

か
ら

見
た

び
わ

湖
滋

賀
県

琵
琶

湖
政

策
課IL

E
C

第
8
回

16

・
漁

師
の

肌
感

覚
を

伝
え

る
難

し
さ

．
・
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
対
象
と
し
た
，
漁
業
資
源
の

現
状
や
漁
師
の
肌
感
覚
に
つ
い
て
知
る
・
学
ぶ
・
発
信
す
る

た
め
の
取
り
組
み
．
子
供
の
環
境
学
習
に
つ
い
て
，
「
や
ま

の
こ
」
や
「
た
ん
ぼ
の
こ
」
は
林
業
や
農
業
に
関
係
す
る
学

習
で
あ
る
の
に
対
し
，
「
う
み
の
こ
」
は
漁
業
と
の
関
連
が

薄
い
の
で
は
な
い
か
．

8
漁

師
か

ら
見

た
び

わ
湖

中
主

漁
業

協
同

組
合

第
8
回

17

・
観

察
会

（
各

団
体

や
施

設
な

ど
で

の
実

施
）

・
H

P
や

S
N

S
で

の
情

報
発

信
・
県

内
各

地
で

の
自

然
観

察
会

（
県

が
主

催
と

な
り

多
く

の
県

民
が

共
通

に
体

験
で

き
る

も
の

）
9

水
鳥

か
ら

見
た

び
わ

湖
日

本
野

鳥
の

会
滋

賀

第
8
回

18

＜
個

人
・
家

庭
＞

海
外

か
ら

の
お

客
様

が
あ

る
と

、
ま

ず
は

琵
琶

湖
に

連
れ

て
い

き
、

カ
ヌ

ー
な

ど
の

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
や

乗
船

な
ど

で
湖

に
触

れ
て

い
た

だ
く

機
会

を
提

供
し

て
い

る
。

＜
生

業
＞

外
国

人
か

ら
見

た
琵

琶
湖

の
評

価
は

非
常

に
高

い
。

背
後

に
迫

る
山

々
と

湖
の

距
離

が
近

く
、

か
つ

民
家

が
隣

接
し

な
が

ら
も

美
し

く
静

謐
な

雰
囲

気
を

携
え

た
湖

は
世

界
に

も
あ

ま
り

類
が

な
く

（
釣

り
人

の
方

談
）
、

外
国

人
向

け
の

釣
り

や
エ

コ
ツ

ア
ー

な
ど

は
現

在
で

も
大

変
人

気
が

あ
る

。

「
海

外
か

ら
お

客
様

を
呼

ぼ
う

」
と

い
う

気
運

が
高

ま
っ

て
い

る
の

は
良

い
が

、
数

を
追

う
広

報
活

動
に

対
し

て
、

訪
れ

て
く

だ
さ

っ
た

一
人

ひ
と

り
を

ど
う

や
っ

て
も

て
な

そ
う

か
、

楽
し

ん
で

い
た

だ
こ

う
か

、
と

い
う

視
点

か
ら

の
魅

力
的

な
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

の
整

備
や

、
分

か
り

や
す

く
か

つ
リ
ー

チ
し

や
す

い
多

言
語

情
報

の
提

供
な

ど
は

い
ま

だ
不

十
分

に
感

じ
ら

れ
る

。
S
N

S
等

の
手

段
に

よ
り

、
あ

る
日

い
き

な
り

多
数

の
人

が
押

し
寄

せ
、

住
民

の
日

常
生

活
に

支
障

を
き

た
す

よ
う

な
事

態
も

十
分

起
こ

り
う

る
た

め
、

美
し

い
琵

琶
湖

と
静

か
な

日
常

と
の

バ
ラ

ン
ス

を
加

味
し

た
う

え
で

事
業

を
提

供
し

て
い

く
こ

と
を

心
掛

け
て

い
く

べ
き

だ
。

12
外

国
人

か
ら

見
た

滋
賀

・
び

わ
湖

ビ
ー

エ
ス

シ
ー

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
T

o
u
r d

u
 lac事

業
部

第
8
回

7
章

2
琵
琶
湖
の
生
き
も
の
に
ぎ
わ
い
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

1
・
水

草
の

有
効

利
用

・
水

陸
移

行
帯

の
保

全
・
再

生
・
在

来
生

物
の

保
全

企
業

主
体

と
い

う
こ

と
で

、
環

境
保

全
は

景
気

変
動

に
大

き
く

左
右

さ
れ

る
（
利

益
に

な
ら

な
い

の
で

）
5.

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

企
業

の
Ｃ

Ｓ
Ｒ

湖
南
・
甲
賀
環
境

協
会
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
び

わ
湖
環
境

第
4
回

2

・
早

崎
内

湖
再

生
検

討
事

業
・
内

湖
再

生
ビ

ジ
ョ
ン

・
環

境
・
生

態
系

保
全

活
動

へ
の

支
援

に
関

す
る

事
業

・
豊

か
な

生
き

物
を

育
む

水
田

づ
く

り
に

関
す

る
事

業

・
内

湖
再

生
計

画
地

に
お

け
る

地
権

者
を

は
じ

め
と

し
た

関
係

者
の

合
意

形
成

・
内

湖
の

役
割

、
再

生
に

向
け

た
事

業
に

つ
い

て
の

効
果

的
な

情
報

発
信

、
情

報
交

換
の

場
づ

く
り

・
今

の
時

代
に

即
し

た
内

湖
の

あ
り

方
（
管

理
運

営
手

法
を

含
む

）
に

つ
い

て
の

研
究

・
協

議

・
計

画
で

は
、

「
内

湖
再

生
」
と

あ
り

、
内

容
や

指
標

を
見

る
と

、
「
内

湖
機

能
の

再
生

」
を

考
え

て
い

る
よ

う
に

も
見

え
る

が
、

計
画

本
文

で
は

そ
の

よ
う

な
記

載
は

見
当

た
ら

な
い

。
・
そ

の
た

め
、

計
画

書
p.44

～
45

の
記

載
が

ち
ぐ

は
ぐ

な
印

象
を

受
け

て
し

ま
う

。
・
な

お
、

今
回

の
グ

ル
ー

プ
テ

ー
マ

は
「
内

湖
の

復
活

に
つ

い
て

」
で

あ
り

、
「
内

湖
機

能
の

再
生

」
に

つ
い

て
は

議
論

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
ご

注
意

願
い

た
い

。

8.
内

湖
の

復
活

に
つ

い
て

び
わ

湖
の

水
と

地
域

の
環

境
を

守
る

会
N

PO
法

人
家

棟
川

流
域

観
光

船
第

4
回



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

3

・
外

来
水

生
植

物
の

機
械

除
去

→
大

規
模

群
落

の
減

少
(特

に
守

山
市

)
・
国

レ
ベ

ル
で

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
（
琵

琶
湖

保
全

再
生

法
）

・
外

来
水

生
植

物
の

市
ご

と
の

意
識

の
違

い
水

草
が

繁
茂

し
て

い
る

地
域

ご
と

に
処

理
を

行
う

が
焼

却
処

分
は

市
の

焼
却

処
分

場
で

行
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
外

来
水

生
植

物
の

除
去

に
対

す
る

意
識

の
違

い
に

よ
り

、
受

け
入

れ
し

て
い

た
だ

き
や

す
い

か
、

し
に

く
い

か
が

異
な

っ
て

い
る

。
・
外

来
水

草
の

除
去

後
の

焼
却

処
理

費
用

の
負

担
者

に
つ

い
て

意
識

の
違

い
も

あ
る

だ
ろ

う
が

、
除

去
を

行
え

ば
行

う
ほ

ど
焼

却
費

用
は

高
く

な
っ

て
し

ま
う

。
小

さ
な

群
落

で
あ

る
う

ち
に

除
去

活
動

を
行

え
ば

焼
却

費
用

は
少

な
く

抑
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

小
群

落
の

う
ち

に
除

去
を

行
お

う
と

思
う

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
に

は
な

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
大

規
模

群
落

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

後
は

、
除

去
を

行
う

こ
と

を
た

め
ら

う
原

因
に

な
っ

て
し

ま
う

。
・
大

規
模

除
去

活
動

後
の

乾
燥

さ
せ

た
水

草
の

除
去

に
つ

い
て

大
規

模
除

去
活

動
を

行
っ

た
後

、
水

草
を

乾
燥

さ
せ

る
が

、
乾

燥
後

の
水

草
の

袋
詰

や
運

搬
に

大
規

模
除

去
時

ほ
ど

の
人

員
を

割
く

こ
と

が
で

き
ず

、
処

理
が

長
期

化
す

る
こ

と
が

多
い

。
・
除

去
後

焼
却

処
理

し
か

で
き

な
い

現
状

に
つ

い
て

現
在

除
去

後
は

焼
却

処
理

し
か

方
法

が
な

い
が

、
除

去
後

の
水

草
の

再
利

用
方

法
を

模
索

し
な

け
れ

ば
、

多
く

の
団

体
の

協
力

が
得

に
く

い
。

利
益

や
効

果
が

で
る

再
利

用
方

法
が

見
つ

か
れ

ば
、

企
業

や
団

体
も

参
加

し
や

す
く

な
り

、
活

動
の

幅
が

広
が

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

・
小

規
模

群
落

の
除

去
数

を
「
水

草
の

異
常

繁
茂

へ
の

対
策

」
と

し
て

入
れ

る
。

理
由

と
し

て
は

大
規

模
群

落
に

成
長

す
る

の
を

予
防

す
る

事
が

で
き

た
成

果
と

し
て

扱
う

こ
と

が
で

き
る

他
、

小
規

模
な

う
ち

に
除

去
を

行
う

必
要

性
を

訴
え

る
こ

と
に

も
繋

が
る

た
め

。
(P43)

・
内

湖
の

利
用

状
況

に
つ

い
て

。
→

再
生

さ
せ

た
後

、
ど

の
よ

う
に

利
用

さ
れ

る
の

が
望

ま
し

い
の

か
記

載
さ

れ
て

い
て

も
良

い
か

も
し

れ
な

い
。

(P44)

1.
学

生
と

と
も

に
考

え
る

。
～

び
わ

湖
の

新
た

な
脅

威
と

未
来

～

N
PO

法
人

 国
際

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

学
生

協
会

第
5
回

4

現
在

、
魚

道
の

設
置

は
地

域
共

同
の

難
し

さ
や

ゆ
り

か
ご

米
の

知
名

度
な

ど
様

々
な

課
題

が
あ

り
、

思
う

よ
う

に
進

ん
で

い
な

い
。

設
置

側
の

課
題

と
し

て
、

魚
道

の
設

置
後

の
活

動
の

継
続

や
米

の
販

売
の

仕
方

が
あ

り
、

こ
の

問
題

を
解

決
す

る
に

は
魚

の
ゆ

り
か

ご
水

田
の

メ
リ
ッ

ト
が

耕
作

者
に

理
解

し
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

。
た

と
え

ば
、

ニ
ゴ

ロ
ブ

ナ
と

米
を

セ
ッ

ト
で

販
売

し
相

乗
効

果
を

得
る

こ
と

や
化

学
肥

料
の

減
少

で
環

境
負

荷
の

少
な

い
米

と
し

て
ブ

ラ
ン

ド
化

を
進

め
る

こ
と

な
ど

。

2.
持

続
可

能
な

取
り

組
み

に
す

る
に

は
？

須
原

魚
の

ゆ
り

か
ご

水
田

協
議

会
滋

賀
県

農
政

課

第
6
回

5

ブ
ラ

ッ
ク

バ
ス

な
ど

趣
味

性
が

強
い

外
来

種
は

県
外

の
人

か
ら

バ
ス

釣
り

の
楽

し
み

を
減

ら
さ

な
い

で
く

れ
と

い
う

要
望

も
あ

り
、

環
境

と
観

光
の

ど
ち

ら
を

優
先

す
べ

き
か

、
観

光
で

稼
い

で
い

る
人

を
ど

う
し

た
ら

良
い

の
か

と
い

っ
た

、
な

か
な

か
答

え
の

出
な

い
課

題
が

あ
る

。

8.
琵

琶
湖

に
お

け
る

外
来

種
問

題
を

ど
う

す
る

か
？

滋
賀
県
自
然
環
境

保
全
課

IV
U

SA
び
わ
こ
豊
穣
の
郷

第
6
回

6

「
釣

り
人

」
の

グ
ル

ー
プ

が
び

わ
コ

ミ
会

議
で

発
信

で
き

た
こ

と
は

、
「
釣

り
人

」
の

真
摯

な
行

動
と

思
い

に
加

え
、

琵
琶

湖
河

川
レ

ン
ジ

ャ
ー

や
地

元
N

P
O

、
漁

協
の

支
援

・
理

解
に

よ
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
と

感
じ

る
。

「
琵

琶
湖

を
愛

し
、

フ
ィ

ー
ル

ド
を

大
切

に
し

た
い

。
」
と

い
う

思
い

へ
の

共
感

が
追

い
風

と
な

っ
て

瞬
く

間
に

広
が

っ
た

事
例

で
あ

り
、

改
め

て
「
琵

琶
湖

へ
の

思
い

が
人

と
人

を
つ

な
ぎ

、
フ

ィ
ー

ル
ド

へ
の

思
い

が
活

動
を

ひ
ろ

げ
、

〝
近

い
水

辺
”
の

あ
る

暮
ら

し
に

つ
な

が
っ

て
い

く
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

実
感

で
き

た
。

ま
た

、
ラ

イ
フ

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
の

着
用

普
及

や
航

行
時

の
自

主
規

制
・
ル

ー
ル

順
守

の
啓

発
に

積
極

的
に

取
り

組
ま

れ
て

い
る

こ
と

は
ほ

と
ん

ど
知

ら
れ

て
い

な
い

こ
と

で
あ

り
、

S
N

S
な

ど
あ

ら
ゆ

る
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
て

「
釣

り
人

」
の

取
り

組
み

が
発

信
さ

れ
て

い
る

事
は

他
の

取
り

組
み

に
な

い
独

自
性

と
い

え
る

。

「
釣

り
人

」
の

方
々

が
抱

い
て

い
る

“
ア

ウ
ェ

ー
感

（
敷

居
の

高
さ

）
”

は
、

「
釣

り
人

」
に

と
っ

て
の

危
機

感
で

あ
り

、
同

時
に

琵
琶

湖
を

と
り

ま
く

施
策

を
展

開
・
推

進
す

る
上

で
の

難
し

さ
を

表
し

て
い

る
。

琵
琶

湖
が

抱
え

る
課

題
に

つ
い

て
、

や
や

も
す

る
と

先
鋭

的
・
一

面
的

に
報

道
さ

れ
て

し
ま

う
。

こ
の

こ
と

が
結

果
と

し
て

多
様

な
主

体
の

結
集

と
協

働
を

阻
害

す
る

要
因

の
一

つ
に

な
っ

て
い

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

同
時

に
、

我
々

自
身

に
も

“
ア

ウ
ェ

ー
感

”
を

抱
い

て
は

い
な

い
だ

ろ
う

か
？

こ
の

こ
と

は
、

琵
琶

湖
の

保
全

に
か

か
わ

る
仲

間
の

中
で

共
有

す
る

べ
き

問
い

か
け

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

①
 指

標
：
フ

ォ
ー

ラ
ム

参
加

団
体

の
種

類
（
よ

り
広

い
分

野
か

ら
の

参
加

を
み

る
指

標
）

②
 内

容
：
琵

琶
湖

の
価

値
を

再
発

見
す

る
た

め
の

事
業

：
評

価
に

関
す

る
客

観
的

な
事

例
収

集
③

 フ
ィ

ー
ル

ド
を

安
全

・
安

心
に

利
用

す
る

た
め

の
ル

ー
ル

、
マ

ナ
ー

を
普

及
さ

せ
る

事
業

（
琵

琶
湖

や
周

辺
環

境
で

の
事

故
状

況
、

普
及

活
動

へ
の

参
加

協
力

団
体

数
な

ど
の

視
点

）

1.
釣

り
“
人

”
で

活
か

す

淡
海
を
守
る
釣
り
人

の
会

第
7
回

7

【
暮

ら
し

と
湖

の
関

わ
り

の
再

生
】

　
＜

個
人

・
家

庭
＞

琵
琶

湖
一

周
サ

イ
ク

リ
ン

グ
を

通
じ

て
、

身
近

な
水

環
境

と
し

て
親

し
ん

で
い

る
　

＜
生

業
＞

湖
上

交
通

を
活

か
し

た
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト
サ

イ
ク

リ
ン

グ
の

実
施

　
＜

地
域

＞
寄

り
道

サ
イ

ク
リ
ン

グ
や

「
ビ

ワ
イ

チ
・
プ

ラ
ス

」
に

よ
り

、
地

域
の

文
化

を
体

感
す

る

　
ス

ポ
ー

ツ
サ

イ
ク

リ
ン

グ
と

し
て

の
「
ビ

ワ
イ

チ
」
か

ら
、

地
域

を
楽

し
む

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
へ

と
転

換
・
発

展
す

る
こ

と
が

必
要

。
そ

の
た

め
に

は
、

上
記

取
組

の
進

化
と

深
化

が
必

要

「
琵

琶
湖

一
周

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

の
推

進
に

関
す

る
事

業
」
と

同
様

に
、

「
ビ

ワ
イ

チ
 サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ
ズ

ム
」
の

推
進

に
関

す
る

事
業

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

4.
ビ

ワ
イ

チ
で

活
か

す

ビ
ワ
イ
チ
推
進
室

第
7
回



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

8

参
加

者
の

意
識

が
高

く
、

日
々

の
生

活
の

中
で

琵
琶

湖
の

環
境

に
対

し
て

意
識

し
て

い
る

方
が

多
か

っ
た

。
そ

の
た

め
、

身
近

な
水

環
境

と
親

し
み

、
自

ら
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

見
直

す
こ

と
は

で
き

て
い

る
と

感
じ

た
。

具
体

的
な

行
動

と
し

て
は

、
食

器
用

洗
剤

に
米

ぬ
か

を
使

用
し

た
り

、
体

験
学

習
の

場
を

提
供

す
る

仕
事

を
し

て
い

る
人

が
い

た
。

近
年

、
子

供
が

水
に

親
し

む
機

会
が

減
っ

て
い

る
と

の
意

見
が

出
た

。
小

学
校

な
ど

で
は

、
琵

琶
湖

で
泳

ぐ
行

事
が

か
つ

て
は

開
催

さ
れ

て
い

た
が

、
近

年
は

保
護

者
か

ら
の

反
対

意
見

等
も

あ
り

開
催

さ
れ

な
く

な
っ

た
と

の
こ

と
だ

っ
た

。
琵

琶
湖

の
水

質
に

つ
い

て
は

、
悪

化
し

て
い

る
こ

と
は

な
い

と
思

う
が

、
琵

琶
湖

は
汚

い
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

に
よ

り
、

琵
琶

湖
と

親
し

む
機

会
が

失
わ

れ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

人
々

の
意

識
を

変
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

5.
学

び
に

活
か

す

琵
琶
湖
保
全
再
生
課

第
7
回

9

体
験

型
の

環
境

学
習

の
推

進
、

古
よ

り
都

が
お

か
れ

、
文

化
も

根
付

い
て

い
る

琵
琶

湖
。

ま
た

環
境

問
題

と
向

き
合

っ
て

き
て

、
自

然
を

取
り

戻
し

て
き

た
琵

琶
湖

の
過

去
や

現
在

の
歴

史
。

そ
し

て
、

様
々

な
生

物
が

住
み

、
自

然
環

境
に

も
恵

ま
れ

て
い

る
そ

の
琵

琶
湖

の
特

性
を

活
か

し
た

、
「
う

み
の

こ
」
や

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
な

ど
体

験
学

習
の

環
境

は
整

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

琵
琶

湖
の

魅
力

に
つ

い
て

は
海

外
に

充
分

受
け

入
れ

ら
れ

る
。

広
報

•啓
発

の
実

施
広

報
活

動
の

啓
発

を
さ

ら
に

魅
力

有
る

も
の

に
す

る
た

め
に

、
現

地
の

人
だ

け
で

な
く

他
府

県
、

海
外

か
ら

訪
れ

た
人

か
ら

に
も

P
R
し

て
も

ら
え

る
よ

う
な

広
報

活
動

の
促

進
や

連
携

な
ど

を
す

る
。

そ
の

た
め

に
は

、
海

外
や

他
近

郊
の

地
域

と
の

環
境

学
習

の
相

互
体

験
交

換
会

な
ど

の
実

施
を

し
て

、
よ

り
深

く
魅

力
あ

る
「
琵

琶
湖

」
の

中
身

を
知

っ
て

も
ら

う
。

滋
賀

県
の

み
、

も
し

く
は

周
辺

地
域

だ
け

に
限

定
さ

れ
て

い
て

、
関

西
近

郊
な

ら
び

に
他

地
域

へ
の

琵
琶

湖
の

環
境

へ
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

の
発

信
や

他
地

域
へ

の
環

境
学

習
誘

致
が

十
分

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
他

地
域

か
ら

見
た

琵
琶

湖
や

滋
賀

県
の

環
境

取
り

組
み

に
つ

い
て

も
、

記
載

し
て

比
較

し
、

評
価

も
行

っ
て

然
る

べ
き

で
あ

る
。

7.
琵

琶
湖

の
魅

力
を

国
際

化
に

活
か

す

N
P
O
法
人
蒲
生
野
考

現
倶
楽
部

（
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域

圏
連
携
交
流
会
）

第
7
回

10

マ
ザ

ー
レ

イ
ク

21
計

画
の

「
近

い
水

」
の

あ
る

暮
ら

し
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

含
ま

れ
る

、
『
環

境
学

習
・
体

験
・
観

光
な

ど
の

事
業

の
充

実
』

と
し

て
、

小
学

校
な

ど
で

の
水

害
に

関
す

る
出

前
講

座
と

と
も

に
、

川
の

良
さ

を
伝

え
る

た
め

の
自

然
学

習
と

し
て

、
実

際
に

浅
い

川
に

入
っ

て
流

れ
を

体
験

す
る

流
れ

体
験

や
川

の
生

き
も

の
を

観
察

す
る

観
察

会
な

ど
の

体
験

学
習

を
取

り
入

れ
て

い
る

。

昨
今

、
全

国
的

に
豪

雨
災

害
が

発
生

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
水

害
に

対
す

る
意

識
が

高
ま

っ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
が

、
川

な
ど

の
水

辺
を

危
険

と
感

じ
、

水
辺

と
の

距
離

が
遠

く
な

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

話
合

い
の

中
で

「
水

害
の

発
生

し
て

い
る

時
間

と
い

う
の

は
、

1
年

の
内

の
2
～

3
日

程
度

の
こ

と
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

水
辺

か
ら

距
離

を
取

る
の

は
寂

し
い

こ
と

だ
」
と

い
う

話
も

あ
り

、
「
近

い
水

」
の

あ
る

暮
ら

し
の

た
め

に
、

水
辺

の
楽

し
い

面
と

怖
い

面
に

つ
い

て
、

適
切

か
つ

バ
ラ

ン
ス

よ
く

知
っ

て
い

た
だ

く
必

要
が

あ
る

。

9.
水

害
と

生
き

る

滋
賀
県
土
木
交
通
部

流
域
政
策
局
流
域
治

水
政
策
室

第
7
回

11

多
様

な
主

体
と

の
協

働
に

よ
り

、
「
せ

っ
け

ん
運

動
」
と

い
う

滋
賀

ブ
ラ

ン
ド

を
発

信
し

て
い

る
。

「
せ

っ
け

ん
運

動
」
を

「
近

い
水

」
の

あ
る

暮
ら

し
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

も
っ

と
位

置
付

け
て

い
た

だ
き

た
い

。
家

庭
排

水
に

よ
る

化
学

物
質

の
び

わ
湖

へ
の

流
入

に
つ

い
て

は
、

ま
さ

に
暮

ら
し

の
再

生
が

必
要

。
今

回
分

科
会

の
話

し
合

い
で

は
、

企
業

の
福

利
厚

生
な

ど
の

利
用

の
可

能
性

も
出

て
き

た
の

で
、

企
業

と
の

協
働

の
機

会
も

今
後

積
極

的
に

探
る

べ
き

と
感

じ
た

。

４
１

ペ
ー

ジ
　

項
目

名
『
近

い
水

の
あ

る
暮

ら
し

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
』

・
環

境
学

習
・
体

験
・
観

光
な

ど
の

事
業

の
充

実
→

家
庭

排
水

に
関

す
る

学
習

会
の

推
進

・
地

産
地

消
や

環
境

へ
の

負
荷

の
小

さ
い

グ
リ
ー

ン
購

入
の

推
進

→
せ

っ
け

ん
運

動
の

歴
史

が
あ

り
な

が
ら

、
せ

っ
け

ん
を

は
じ

め
と

す
る

環
境

に
負

荷
の

か
か

ら
な

い
洗

剤
利

用
の

促
進

が
な

い
。

・
暮

ら
し

と
琵

琶
湖

の
水

環
境

関
連

調
査

→
Ｐ

Ｒ
Ｔ

Ｒ
登

録
の

化
学

物
質

の
流

入
調

査
指

標
も

「
家

庭
排

水
に

気
を

付
け

る
家

庭
の

割
合

」
の

み
だ

と
弱

い
。

家
庭

の
お

け
る

Ｐ
Ｒ

Ｔ
Ｒ

登
録

化
学

物
質

の
割

合
な

ど
が

入
れ

ら
れ

な
い

か
。

13.
せ

っ
け

ん
運

動
を

活
か

す

ぐ
る
ぐ
る
び
わ
湖
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
特
定
非

営
利
活
動
法
人
　
碧

い
び
わ
湖

第
7
回

12

「
琵

琶
湖

周
航

の
歌

」
の

記
念

歌
碑

が
琵

琶
湖

辺
に

は
７

か
所

だ
っ

た
の

が
今

年
長

浜
に

で
き

て
８

ケ
所

に
な

り
、

記
念

碑
的

な
場

所
の

存
在

が
改

め
て

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
さ

れ
た

。
ま

た
周

航
の

歌
の

価
値

や
意

味
も

1
0
0
周

年
企

画
で

滋
賀

県
内

外
に

か
な

り
広

ま
っ

た
。

一
方

で
、

自
転

車
の

ビ
ワ

イ
チ

も
定

着
し

つ
つ

あ
る

。
こ

れ
を

機
に

「
周

航
観

光
」
や

「
周

航
ス

ポ
ー

ツ
」
と

ビ
ワ

イ
チ

を
セ

ッ
ト
に

で
き

な
い

か
。

①
 歌

碑
が

あ
る

地
元

で
も

意
外

と
歌

碑
の

存
在

が
知

ら
れ

て
い

な
い

。
ま

た
ビ

ワ
イ

チ
も

今
回

の
発

表
に

も
あ

っ
た

よ
う

に
ひ

ろ
が

り
が

弱
い

。
こ

の
両

者
を

つ
な

ぐ
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

元
で

の
愛

好
者

や
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

的
な

人
の

つ
な

が
り

を
つ

く
り

、
恒

常
的

組
織

と
し

て
定

着
さ

せ
る

こ
と

が
一

つ
の

課
題

で
あ

る
。

②
 そ

の
た

め
に

も
、

「
毎

年
音

楽
祭

を
開

催
す

る
」
と

い
う

エ
ポ

ッ
ク

を
つ

く
る

こ
と

で
、

人
の

輪
を

、
特

に
若

い
人

た
ち

の
間

で
つ

く
る

こ
と

が
ひ

と
つ

の
ス

テ
ッ

プ
と

な
る

で
あ

ろ
う

。

15.
琵

琶
湖

周
航

の
歌

を
活

か
す

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー

ツ
大
学

第
7
回

13

・
生

き
も

の
の

生
息

基
盤

と
な

る
琵

琶
湖

の
底

質
の

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
指

標・
外

来
生

物
等

対
策

に
資

す
る

研
究

事
業

の
推

進
（
環

境
変

化
に

よ
る

在
来

種
か

ら
外

来
種

へ
の

置
き

換
わ

り
な

ど
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
）

4
釣

り
人

か
ら

見
た

び
わ

湖
の

変
化

び
わ
湖
エ
コ
ア
イ
デ
ィ

ア
倶
楽
部

淡
海
を
守
る
釣
り
人

の
会

第
8
回

14

・
カ

ワ
ウ

協
議

会
・
生

き
物

の
生

息
に

配
慮

し
た

水
位

変
動

（
急

激
な

水
位

変
動

に
よ

る
繁

殖
へ

の
影

響
、

ガ
ン

カ
モ

等
の

飛
来

時
期

の
採

餌
場

所
確

保
な

ど
）

・
水

鳥
の

生
息

地
と

し
て

の
ヨ

シ
原

の
保

全
管

理
（
繁

殖
期

の
ボ

ー
ト
接

近
規

制
、

ヨ
シ

原
へ

の
立

ち
入

り
制

限
）

9
水

鳥
か

ら
見

た
び

わ
湖

日
本
野
鳥
の
会
滋
賀

第
8
回



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

15
外

来
植

物
へ

の
人

で
の

駆
除

子
ど

も
へ

の
環

境
教

育
駆

除
に

た
ず

さ
わ

る
人

発
信

力
13

よ
そ

も
の

か
ら

見
た

び
わ

湖
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会

(IV
U
S
A
)

第
8
回

16

・
水

草
の

刈
り

取
り

事
業

と
水

草
堆

肥
の

無
償

配
布

・
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

楽
し

み
な

が
ら

特
定

外
来

沈
水

植
物

（
オ

オ
バ

ナ
ミ
ズ

ギ
ン

バ
イ

等
）
を

駆
除

す
る

取
り

組
み

・
水

草
堆

肥
の

ハ
ー

ブ
キ

ッ
ト
等

へ
の

商
品

化

・
水

草
の

堆
肥

以
外

の
活

用
方

法
の

開
発

14
水

草
か

ら
み

た
び

わ
湖

チ
ー
ム
水
宝
山

第
8
回

7
章

3
森

・
川

・
里

・
湖

の
つ

な
が

り
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
N

o.
す

で
に

で
き

て
い

る
こ

と
実

現
に

向
け

た
課

題
十

分
記

載
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
グ

ル
ー

プ
テ

ー
マ

担
当

団
体

び
わ

コ
ミ
会

議

1

グ
ル

ー
プ

キ
ー

セ
ン

テ
ン

ス
で

報
告

さ
れ

た
「
琵

琶
湖

の
環

境
は

皆
の

生
き

方
の

水
鏡

」
の

通
り

、
び

わ
湖

に
関

わ
る

地
域

住
民

全
て

の
生

活
態

度
・
意

識
の

持
ち

方
で

琵
琶

湖
は

大
き

く
変

わ
る

。
（
良

い
方

向
に

も
悪

い
方

向
に

も
）

2.
源

流
管

理
で

環
境

い
き

い
き

琵
琶

湖
！

白
鳥

川
の

景
観

を
良

く
す

る
会

第
4
回

2

汚
濁

水
を

琵
琶

湖
に

で
き

る
だ

け
流

さ
な

い
よ

う
に

す
る

(琵
琶

湖
の

リ
ン

や
窒

素
の

濃
度

が
下

が
っ

て
い

る
)。

環
境

こ
だ

わ
り

農
業

を
行

い
、

農
薬

使
用

量
を

減
ら

す
。

湖
や

川
に

生
息

す
る

生
物

の
配

慮
を

考
え

る
。

消
費

者
と

生
産

者
と

の
意

見
の

や
り

取
り

の
場

が
必

要
。

環
境

こ
だ

わ
り

農
産

物
を

選
ん

で
購

入
す

る
(し

て
も

ら
う)よ

う
に

す
る

。

2.
食

べ
る

こ
と

で
、

び
わ

湖
を

守
る

。
  ～

環
境

こ
だ

わ
り

農
産

物
～

滋
賀

県
青

年
農

業
者

ク
ラ

ブ
連

絡
協

議
会

第
5
回

3

・
琵

琶
湖

流
域

生
態

系
の

情
報

収
集

・
生

態
系

保
全

の
重

要
性

に
つ

い
て

の
情

報
の

発
信

・
ヨ

シ
群

落
の

再
生

や
外

来
種

駆
除

と
い

っ
た

「
自

然
が

豊
か

で
身

近
だ

っ
た

時
代

」
の

環
境

再
生

に
向

け
た

行
政

主
体

の
取

り
組

み

・
琵

琶
湖

や
川

な
ど

身
の

回
り

の
自

然
を

身
近

に
感

じ
る

た
め

の
取

り
組

み
が

不
十

分
6.

生
き

物
に

配
慮

し
た

川
づ

く
り

～
行

政
と

地
域

社
会

、
N

P
O

等
と

の
連

携
～

古
橋

の
オ

オ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

を
守

る
会

滋
賀

県
長

浜
土

木
事

務
所

木
之

本
支

所
第

5
回

4

琵
琶

湖
が

き
れ

い
に

な
る

→
森

を
守

る
→

森
を

管
理

す
る

→
計

画
的

な
伐

採
・
植

樹
→

木
材

を
活

用
す

る
→

家
づ

く
り

に
使

っ
て

い
く

（
木

造
）
→

木
材

の
成

長
に

似
合

っ
た

加
工

・
技

術
→

技
術

の
継

承
→

寿
命

の
長

い
家

づ
く

り
。

結
局

、
現

代
の

短
命

で
廃

棄
す

る
サ

イ
ク

ル
の

短
い

も
の

は
建

て
な

い
ほ

う
が

よ
い

。

木
材

協
会

等
、

県
産

材
の

活
用

に
力

を
入

れ
て

い
る

が
、

技
術

の
継

承
に

も
力

を
入

れ
る

べ
き

で
す

。
短

命
で

土
に

返
ら

な
い

も
の

は
、

使
わ

な
い

と
決

め
た

ほ
う

が
よ

い
と

思
う

。

10.
企

業
よ

し
、

生
き

も
の

よ
し

、
地

域
よ

し
「
び

わ
湖

三
方

よ
し

」
に

向
け

て
何

が
で

き
る

か
？

＋
び

わ
湖

の
森

を
く

ら
し

の
中

へ

一
般

社
団

法
人

滋
賀

グ
リ
ー

ン
購

入
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

事
務

局
A

-Site
第

5
回

5

米
原

市
ビ

ワ
マ

ス
倶

楽
部

や
家

棟
川

ビ
ワ

マ
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
な

ど
、

多
様

な
主

体
が

協
働

し
て

ビ
ワ

マ
ス

の
保

全
・
再

生
に

向
け

た
取

り
組

み
を

行
う

事
例

が
出

て
き

て
い

る
。

・
密

漁
が

ビ
ワ

マ
ス

の
数

を
減

ら
す

原
因

に
な

っ
て

い
る

．
調

査
や

散
歩

な
ど

で
川

に
人

の
目

が
入

る
こ

と
で

密
漁

を
し

づ
ら

い
雰

囲
気

を
つ

く
る

こ
と

が
大

切
，

密
猟

者
も

仲
間

に
し

て
し

ま
う

く
ら

い
の

心
意

気
が

必
要

．
・
ま

た
新

た
な

ル
ー

ル
を

つ
く

り
共

有
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

．

1.
天

野
川

ビ
ワ

マ
ス

遡
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

つ
な

が
る

米
原
市
ビ
ワ
マ
ス

倶
楽
部

第
6
回

6

・
今

ま
で

人
間

の
暮

ら
し

を
支

え
て

き
た

山
や

里
が

今
や

お
荷

物
と

な
っ

て
い

る
こ

と
や

山
に

起
こ

っ
て

い
る

問
題

に
対

し
て

危
機

感
を

持
っ

て
い

る
人

が
少

な
い

と
い

う
現

実
が

あ
る

．
こ

の
現

実
に

対
し

て
，

改
善

し
て

い
く

に
は

中
山

間
か

ら
問

題
を

発
信

す
べ

き
で

あ
り

，
中

山
間

の
中

の
人

も
外

の
人

も
協

力
し

て
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

る
．

具
体

的
な

解
決

策
と

し
て

，
中

山
間

地
域

で
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
上

手
に

使
う

こ
と

や
子

供
達

に
山

や
里

と
ど

う
関

わ
っ

て
い

く
か

を
教

え
る

環
境

学
習

を
行

う
こ

と
，

林
業

で
活

性
化

を
図

る
こ

と
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
．

・
今

，
里

の
人

は
山

に
関

心
が

な
い

．
山

に
人

が
入

ら
な

い
よ

う
に

な
っ

た
し

，
人

が
木

を
使

わ
な

い
．

山
は

あ
っ

て
当

た
り

前
の

意
識

が
あ

り
，

山
の

価
値

問
題

を
知

ら
な

い
人

が
多

い
．

林
を

う
ま

く
使

う
こ

と
が

重
要

で
あ

り
，

単
体

で
動

く
の

は
難

し
い

が
，

そ
う

い
っ

た
企

業
や

技
術

が
増

え
れ

ば
，

林
業

に
関

わ
る

若
い

人
が

増
え

る
し

，
価

値
を

見
出

し
て

い
く

こ
と

も
可

能
で

あ
る

．

中
山

間
地

域
に

お
け

る
人

口
減

少
問

題
に

つ
い

て
。

中
山

間
地

域
に

人
を

増
や

す
方

法
と

し
て

，
地

域
の

1
％

ほ
ど

の
割

合
の

新
し

い
世

帯
を

毎
年

呼
び

込
む

こ
と

で
う

ま
く

い
く

こ
と

が
分

か
っ

て
い

る
．

そ
の

世
帯

を
呼

び
込

む
た

め
に

で
き

る
こ

と
と

し
て

中
山

間
地

域
で

暮
ら

す
こ

と
や

魅
力

的
な

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
で

あ
る

こ
と

と
，

そ
の

提
案

を
行

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
．

3.
森

と
遊

び
、

未
来

を
拓

く
株

式
会

社
農

楽
滋

賀
地

方
自

治
研

究
セ

ン
タ

ー

第
6
回



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

7

環
境

こ
だ

わ
り

農
業

の
支

援
事

業
や

、
豊

か
な

生
き

物
を

育
む

水
田

づ
く

り
に

関
す

る
事

業
、

ま
た

、
自

然
観

察
会

の
実

施
な

ど
、

ト
ン

ボ
が

暮
ら

す
環

境
の

整
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。

ト
ン

ボ
が

滋
賀

県
に

と
っ

て
縁

の
あ

る
（
県

内
に

1
0
0
種

類
が

生
息

し
、

琵
琶

湖
文

化
館

の
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
「
あ

き
つ

君
」
は

ト
ン

ボ
で

あ
り

、
屋

根
の

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト
も

ト
ン

ボ
）
昆

虫
で

あ
る

こ
と

の
県

民
へ

の
周

知
や

、
ビ

オ
ト
ー

プ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

構
想

の
企

業
な

ど
へ

の
更

な
る

協
力

要
請

な
ど

が
必

要
で

は
な

い
か

。

　
森

・
川

・
里

・
湖

の
つ

な
が

り
を

表
す

生
き

も
の

と
し

て
ホ

タ
ル

や
サ

ワ
ガ

ニ
を

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
が

、
ヤ

ゴ
は

水
環

境
で

、
ま

た
成

虫
は

山
や

里
で

暮
ら

す
な

ど
森

・
川

・
里

・
湖

の
つ

な
が

り
を

表
す

環
境

指
標

と
し

て
、

滋
賀

県
に

100
種

類
が

生
息

す
る

ト
ン

ボ
を

取
り

上
げ

る
こ

と
も

有
効

で
は

な
い

か
。

2.
湖

東
地

域
の

連
携

を
活

か
す

！
生

物
多

様
性

　
湖

東
地

域
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

（
旭

化
成

住
工

株
式

会
社

）

第
7
回

8

　
該

当
な

し
な

ぜ
ヨ

シ
は

使
わ

れ
な

い
か

？
ヨ

シ
が

利
用

さ
れ

る
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
か

？
　

ま
ず

は
ヨ

シ
自

体
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

。
そ

し
て

デ
ザ

イ
ン

や
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

の
付

加
価

値
を

つ
け

る
こ

と
が

必
要

。

　
ヨ

シ
に

関
し

て
は

、
「
ヨ

シ
保

全
」
に

つ
い

て
の

記
載

が
あ

り
、

群
落

面
積

の
指

標
は

あ
る

も
の

の
、

「
ヨ

シ
利

活
用

」
に

つ
い

て
は

記
載

さ
れ

て
い

な
い

。
ヨ

シ
利

活
用

に
つ

い
て

は
、

ヨ
シ

条
例

と
の

整
合

を
図

り
な

が
ら

、
記

載
の

検
討

が
必

要
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。

3.
ヨ

シ
を

活
か

す

琵
琶
湖
政
策
課

第
7
回

9

・
「
や

ま
の

こ
」
で

森
林

に
関

す
る

環
境

学
習

は
一

応
行

わ
れ

て
い

る
・
森

林
環

境
税

が
導

入
さ

れ
、

び
わ

湖
水

源
の

森
の

保
全

に
使

わ
れ

て
い

る
・
人

工
林

間
伐

施
業

、
里

山
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

な
ど

、
補

助
金

が
つ

く
事

業
は

一
定

程
度

進
ん

で
い

る
・
木

の
駅

、
自

伐
型

林
業

、
kikito

な
ど

、
森

林
資

源
を

活
か

し
た

循
環

型
の

し
く

み
も

一
部

で
は

育
ち

つ
つ

あ
る

・
ま

だ
ま

だ
、

山
地

の
森

林
が

「
適

切
に

管
理

」
さ

れ
て

い
る

と
は

言
い

難
い

(p
.1

4
)

・
特

に
中

山
間

地
で

は
「
琵

琶
湖

流
域

保
全

と
調

和
し

た
生

業
の

活
性

化
」
(p

.1
5
)に

至
っ

て
い

な
い

・
「
地

域
を

超
え

て
琵

琶
湖

流
域

全
体

の
こ

と
も

念
頭

に
お

い
て

活
動

で
き

る
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

や
協

働
す

る
仕

組
み

」
(p

.1
5
)が

、
特

に
中

山
間

地
の

地
域

住
民

の
中

で
な

か
な

か
育

っ
て

い
な

い

・
「
流

域
を

一
つ

の
系

と
し

て
保

全
す

る
た

め
の

取
り

組
み

の
方

向
性

を
各

主
体

・
施

策
間

で
共

有
」
(p

.4
6
)す

る
た

め
に

は
、

林
業

・
農

業
・
漁

業
・
住

環
境

・
（
都

市
型

）
産

業
・
環

境
教

育
等

で
縦

割
り

に
構

成
さ

れ
て

し
ま

っ
て

い
る

各
施

策
や

実
施

主
体

同
志

を
流

域
単

位
で

積
極

的
に

つ
な

ぐ
た

め
の

人
材

や
仕

組
み

を
継

続
的

に
育

む
こ

と
を

目
に

見
え

る
形

で
担

保
す

る
こ

と
が

も
っ

と
も

重
要

な
の

に
、

そ
の

こ
と

を
担

保
す

る
記

述
が

な
い

よ
う

に
思

う
。

・
人

工
林

は
補

助
金

頼
み

で
効

率
主

義
・
生

産
性

重
視

の
現

行
林

業
で

、
里

山
（
雑

木
林

）
は

市
民

団
体

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
で

守
ろ

う
と

す
る

だ
け

で
は

、
び

わ
湖

水
源

の
森

は
な

か
な

か
良

く
な

ら
な

い
。

中
山

間
地

に
定

住
し

、
豊

か
な

森
を

「
経

営
資

源
」
と

し
て

活
用

し
、

そ
れ

を
生

業
の

一
つ

と
し

て
生

き
る

よ
う

な
生

き
方

を
選

択
す

る
若

者
が

次
世

代
の

魅
力

あ
ふ

れ
る

フ
ロ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
注

目
さ

れ
る

よ
う

な
ビ

ジ
ョ
ン

を
示

し
、

そ
こ

に
向

か
っ

て
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

や
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

機
会

を
与

え
る

よ
う

な
制

度
づ

く
り

を
進

め
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
が

、
そ

の
よ

う
な

記
述

が
な

い
よ

う
に

思
う

。

14.
水

源
の

森
を

活
か

す

東
草
野
ま
ち
づ
く
り
懇

話
会

第
7
回

10

●
　

在
来

種
の

稚
魚

の
成

育
の

場
を

提
供

し
、

生
態

系
の

保
全

再
生

に
貢

献
し

て
い

ま
す

。
●

　
排

水
の

濁
り

を
沈

殿
さ

せ
琵

琶
湖

へ
の

流
出

を
防

ぐ
効

果
が

あ
り

、
琵

琶
湖

の
水

質
保

全
に

寄
与

し
て

い
ま

す
。

●
　

生
態

系
の

保
全

再
生

や
暮

ら
し

と
湖

の
関

わ
り

再
生

に
貢

献
す

る
「
魚

の
ゆ

り
か

ご
水

田
」
の

取
組

を
続

け
て

い
く

に
は

、
ゆ

り
か

ご
水

田
で

の
農

業
が

経
済

的
に

「
儲

か
る

」
も

の
で

あ
る

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

り
、

ゆ
り

か
ご

水
田

米
の

販
売

ル
ー

ト
の

充
実

や
ブ

ラ
ン

ド
力

の
強

化
を

さ
ら

に
進

め
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

に
も

、
「
世

界
農

業
遺

産
」
認

定
を

目
指

す
意

義
が

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

●
　

「
魚

の
ゆ

り
か

ご
水

田
米

」
の

販
売

促
進

な
ど

、
経

済
的

な
持

続
可

能
性

を
ど

の
よ

う
に

担
保

す
る

か
●

　
「
琵

琶
湖

シ
ス

テ
ム

」
の

持
つ

独
自

性
や

、
そ

の
価

値
に

つ
い

て
対

外
的

に
ど

の
よ

う
に

発
信

す
る

か

5
世

界
農

業
遺

産
か

ら
み

た
び

わ
湖

滋
賀
県
農
政
水
産
部

農
政
課

第
8
回

11
・
世

界
農

業
遺

産
登

録
に

向
け

た
取

り
組

み
の

中
で

，
農

業
と

漁
業

を
関

連
付

け
た

琵
琶

湖
の

価
値

の
発

信
．

8
漁

師
か

ら
見

た
び

わ
湖

中
主
漁
業
協
同
組
合

第
8
回

12

琵
琶

湖
森

林
づ

く
り

県
民

税
の

導
入

に
よ

る
一

定
の

財
源

確
保

、
お

よ
び

県
民

の
森

林
へ

の
関

心
醸

成
。

琵
琶

湖
と

洗
堰

、
天

ヶ
瀬

ダ
ム

の
連

携
が

果
た

し
て

い
る

下
流

域
に

対
す

る
洪

水
調

整
機

能
と

、
そ

の
こ

と
で

琵
琶

流
域

に
掛

か
る

負
荷

に
つ

い
て

、
上

下
流

住
民

が
知

り
あ

い
、

上
下

流
の

相
互

理
解

を
よ

り
図

る
必

要
が

あ
る

。

10
淀

川
流

域
各

河
川

リ
ー

ダ
ー

か
ら

見
た

び
わ

湖
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域

圏
連
携
交
流
会

第
8
回

13

・
水

源
に

近
い

山
間

部
で

は
、

汚
水

を
流

さ
な

い
な

ど
の

ス
タ

イ
ル

が
昔

か
ら

暮
ら

し
の

中
に

息
づ

い
て

い
る

。
滋

賀
の

森
林

面
積

は
広

い
が

、
各

地
で

里
山

に
か

か
わ

る
活

動
も

さ
れ

て
い

る
。

森
林

に
た

ず
さ

わ
る

団
体

や
、

竹
林

面
積

の
増

加
に

対
し

整
備

な
ど

で
取

組
ん

で
い

る
グ

ル
ー

プ
な

ど
も

あ
る

。
2
1
計

画
で

見
る

と
、

環
境

学
習

に
関

し
て

の
取

組
み

が
進

ん
で

い
る

と
感

じ
る

。
・
施

策
の

構
成

で
は

、
環

境
学

習
・
体

験
・
観

光
な

ど
の

事
業

の
充

実
の

施
策

は
お

お
む

ね
広

報
な

ど
が

で
き

て
い

る
よ

う
に

感
じ

る
。

水
陸

移
行

帯
の

保
全

・
再

生
に

つ
い

て
、

経
過

は
課

題
が

あ
り

そ
う

だ
が

取
組

め
て

い
る

と
感

じ
る

。

・
町

で
暮

ら
す

人
々

の
現

実
か

ら
森

林
は

遠
く

、
関

心
が

ま
だ

ま
だ

低
い

。
森

林
の

保
全

・
再

生
に

関
わ

っ
て

ほ
し

い
体

力
の

あ
る

世
代

に
も

森
林

へ
の

関
わ

り
は

少
な

い
。

子
ど

も
へ

の
教

育
ば

か
り

で
は

な
く

、
そ

う
い

っ
た

世
代

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

。
林

業
に

た
ず

さ
わ

る
人

が
増

え
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
と

、
昔

の
暮

ら
し

方
や

文
化

の
伝

承
を

す
る

こ
と

も
今

後
は

大
切

に
な

る
の

で
は

な
い

か
、

な
ど

意
見

が
出

た
。

・
森

林
の

保
全

・
再

生
は

、
事

業
は

た
く

さ
ん

あ
る

が
、

た
ず

さ
わ

る
人

に
偏

り
が

あ
り

、
も

っ
と

多
く

の
人

が
か

か
わ

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

に
す

る
こ

と
が

課
題

だ
と

意
見

が
あ

っ
た

。
山

の
環

境
が

変
わ

れ
ば

、
す

べ
て

の
暮

ら
し

に
か

か
わ

る
と

い
う

の
が

参
加

者
の

認
識

。
県

産
材

に
つ

い
て

は
、

価
格

と
流

通
の

量
と

情
報

に
も

課
題

だ
と

感
じ

る
。

P
4
7
、

4
8
の

内
容

に
つ

い
て

南
湖

の
生

き
も

の
、

と
い

う
記

載
は

何
か

所
か

あ
る

の
だ

が
、

森
林

や
山

間
部

、
ま

た
流

域
の

生
き

も
の

に
つ

い
て

の
表

記
が

な
い

こ
と

が
気

に
な

る
。

森
づ

く
り

に
も

動
植

物
の

関
わ

り
は

大
き

く
、

生
体

系
へ

の
関

与
も

大
き

い
と

感
じ

る
。

湖
や

水
田

な
ど

の
生

き
も

の
だ

け
で

は
な

く
、

森
里

川
の

動
植

物
の

記
載

が
あ

れ
ば

広
が

り
が

あ
る

と
感

じ
る

。

11
水

源
の

森
か

ら
見

た
び

わ
湖

山
門
水
源
の
森
を
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ

会
第

8
回



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

8
章

計
画
の
実
効
性
の
確
保

N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

1

琵
琶

湖
を

愛
す

る
思

い
を

抱
く

こ
と

が
、

あ
る

べ
き

姿
を

実
現

す
る

た
め

の
行

動
に

つ
な

が
り

、
ひ

い
て

は
、

つ
な

が
り

を
広

め
て

い
く

こ
と

で
課

題
を

共
有

す
る

こ
と

の
重

要
さ

を
実

感
し

て
い

る
こ

と
。

関
心

の
な

い
人

々
に

対
し

て
琵

琶
湖

の
現

状
や

保
全

の
取

り
組

み
を

知
っ

て
も

ら
い

、
関

心
を

抱
い

て
も

ら
う

こ
と

。
琵

琶
湖

を
保

全
す

る
こ

と
が

、
自

分
た

ち
に

と
っ

て
、

日
常

生
活

の
レ

ベ
ル

で
ど

の
よ

う
に

目
に

見
え

る
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

か
と

い
う

こ
と

。
1.

若
い

私
た

ち
の

環
境

へ
の

思
い

滋
賀
県
琵
琶
湖
環

境
部
自
然
環
境
保

全
課

第
4
回

2

マ
ザ

ー
レ

イ
ク

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

・
下

記
箇

所
を

担
う

人
材

（
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

）
の

育
成

と
、

継
続

的
雇

用
を

保
障

す
る

財
源

形
成

「
こ

う
し

た
さ

ま
ざ

ま
レ

ベ
ル

に
お

い
て

、
多

様
な

主
体

が
参

画
可

能
な

機
会

の
提

供
や

実
践

の
た

め
の

活
動

を
支

援
す

る
仕

組
み

を
充

実
す

る
と

と
も

に
、

各
主

体
間

の
交

流
を

促
進

し
、

幅
広

い
範

囲
で

情
報

を
共

有
す

る
た

め
の

機
会

の
提

供
や

仕
組

み
の

充
実

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
」
（
「
１

．
協

働
の

視
点

に
基

づ
く

参
画

・
実

践
・
交

流
」

の
リ
ー

ド
の

最
終

部
分

）
・
新

し
い

連
携

の
あ

り
方

を
構

築
す

る
に

あ
た

っ
て

の
行

政
（
県

・
市

町
）
の

役
割

と
規

範
の

明
確

化

・
目

指
す

べ
き

持
続

的
な

連
携

の
ビ

ジ
ョ
ン

・
持

続
的

な
連

携
構

築
の

た
め

の
戦

略
（
人

材
育

成
と

財
源

形
成

）
・
マ

ザ
ー

レ
イ

ク
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
運

営
と

、
地

域
で

の
取

り
組

み
と

の
有

機
的

な
連

携
の

あ
り

方

7.
地

域
の

中
で

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と
行

政
と

企
業

の
連

携
を

ど
う

つ
く

っ
て

い
く

か

N
PO

碧
い

び
わ

湖

第
4
回

3

琵
琶

湖
を

愛
す

る
思

い
を

抱
く

こ
と

が
、

あ
る

べ
き

姿
を

実
現

す
る

行
動

に
つ

な
が

り
、

ひ
い

て
は

、
つ

な
が

り
を

広
め

て
い

く
こ

と
で

課
題

を
共

有
す

る
こ

と
の

重
要

さ
を

実
感

し
て

い
る

こ
と

。

関
心

の
な

い
人

々
に

対
し

て
琵

琶
湖

の
現

状
や

保
全

の
取

り
組

み
を

知
っ

て
も

ら
い

、
関

心
を

抱
い

て
も

ら
う

こ
と

。
琵

琶
湖

を
保

全
す

る
こ

と
が

、
自

分
た

ち
に

と
っ

て
、

日
常

の
生

活
レ

ベ
ル

で
ど

の
よ

う
に

目
に

見
え

る
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

か
と

い
う

こ
と

。
5.

若
い

私
た

ち
の

環
境

へ
の

思
い

滋
賀

大
学

渋
川

小
学

校
び

わ
っ

こ
大

使
第

5
回

8
章

1
協
働
の
視
点
に
基
づ
く
参
画
・
実
践
・
交
流

N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

1

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

Ｇ
の

連
携

（
活

動
の

発
表

・
報

告
の

場
づ

く
り

）
・
こ

れ
に

向
け

た
、

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
通

じ
て

の
教

育
・
啓

蒙
と

共
に

、
改

善
に

向
け

た
活

動
が

必
要

。
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

活
動

の
主

体
を

お
願

い
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
こ

れ
に

対
す

る
助

成
と

共
に

、
一

般
へ

の
活

動
認

知
の

た
め

の
行

政
や

地
域

企
業

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
が

必
要

。

2.
源

流
管

理
で

環
境

い
き

い
き

琵
琶

湖
！

白
鳥

川
の

景
観

を
良

く
す

る
会

第
4
回

2

環
境

教
育

の
実

施
。

“び
わ

こ
の

日
“を

中
心

と
し

た
県

内
各

地
で

の
清

掃
活

動
。

各
種

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

。
ま

た
そ

の
指

標
の

整
理

・
発

信
。

自
然

に
対

す
る

意
識

付
け

を
考

慮
し

た
環

境
教

育
の

実
施

。
市

民
参

加
を

率
い

る
リ
ー

ダ
ー

の
育

成
。

琵
琶

湖
を

有
す

る
滋

賀
県

サ
イ

ド
か

ら
だ

け
で

は
な

く
、

京
都

・
大

阪
か

ら
見

た
“び

わ
こ

”に
つ

い
て

の
情

報
共

有
。

さ
ら

に
連

携
の

強
化

。

琵
琶

湖
は

下
流

域
に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

だ
け

な
く

、
下

流
域

の
治

水
や

水
利

用
が

、
琵

琶
湖

の
あ

り
方

に
も

影
響

を
与

え
て

い
る

こ
と

の
具

体
的

事
例

や
取

り
組

み
、

施
策

等
の

記
載

が
も

っ
と

あ
っ

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

。

3.
琵

琶
湖

を
支

え
る

市
民

参
加

と
は

新
江

州
（
株

）
循

環
型

社
会

シ
ス

テ
ム

研
究

所
第

4
回

3

・
飲

み
水

、
生

き
物

、
食

べ
物

、
災

害
な

ど
で

上
下

流
（
流

域
）
は

繋
が

っ
て

い
る

が
、

そ
の

こ
と

に
気

づ
く

仕
掛

け
が

な
い

。
・
特

に
琵

琶
湖

の
課

題
が

、
下

流
地

域
に

知
ら

れ
て

い
な

い
。

課
題

を
伝

え
合

う
ツ

ー
ル

が
な

い

・
「
琵

琶
湖

淀
川

流
域

の
取

り
組

み
（p.50

）
」
に

「
市

民
団

体
等

」
と

の
連

携
強

化
の

記
載

が
必

要
例

：
「
琵

琶
湖

・
淀

川
流

域
圏

再
生

推
進

協
議

会
」
と

同
列

に
民

間
団

体
で

構
成

さ
れ

る
「
琵

琶
湖

・
淀

川
流

域
圏

連
携

交
流

会
」
や

「
淀

川
管

内
河

川
レ

ン
ジ

ャ
ー

」
の

活
用

を
記

載
例

：
「
琵

琶
湖

淀
川

流
域

で
開

催
さ

れ
る

、
琵

琶
湖

を
知

っ
て

も
ら

う
活

動
に

対
し

て
の

取
り

組
み

の
充

実
」
を

記
載

・
記

載
事

項
に

な
い

、
新

た
な

考
え

方
と

し
て

記
載

※
飲

み
水

、
生

き
物

、
食

べ
物

、
災

害
な

ど
で

上
下

流
（
流

域
）
は

繋
が

っ
て

い
る

が
、

そ
の

こ
と

に
気

づ
く

仕
掛

け
が

な
い

。
特

に
琵

琶
湖

の
課

題
が

、
下

流
地

域
に

知
ら

れ
て

い
な

い
。

課
題

を
伝

え
、

そ
の

解
決

に
上

下
流

の
市

民
団

体
、

個
人

が
取

り
組

み
こ

と
で

、
課

題
が

宝
物

に
変

わ
る

こ
と

に
な

る
。

そ
の

よ
う

な
企

画
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

6.
琵

琶
湖

・
淀

川
水

系
で

の
上

流
と

下
流

が
つ

な
が

る
に

は
？

N
PO

法
人

 蒲
生

野
考

現
倶

楽
部

琵
琶

湖
・
淀

川
流

域
圏

連
携

交
流

会

第
4
回



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

4

・
県

、
市

、
地

域
住

民
の

連
携

に
よ

る
異

常
繁

茂
し

た
外

来
水

草
の

除
去

活
動

(特
に

守
山

市
)

・
除

去
を

行
う

人
員

不
足

に
つ

い
て

各
市

に
様

々
な

団
体

が
あ

る
が

、
高

齢
化

の
問

題
が

顕
著

に
現

れ
て

い
る

。
特

に
影

響
を

受
け

て
い

る
漁

業
関

係
者

も
高

齢
化

し
て

お
り

、
定

期
的

な
除

去
活

動
を

行
う

こ
と

が
大

き
な

負
担

と
な

っ
て

い
る

。
・
新

規
団

体
の

特
定

外
来

水
草

の
除

去
活

動
を

行
う

こ
と

の
難

し
さ

許
可

や
処

理
方

法
等

に
よ

り
新

規
団

体
が

入
り

に
く

い
。

実
行

に
移

し
に

く
い

。
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

整
え

る
必

要
が

あ
る

。
・
環

境
学

習
と

し
て

の
地

域
住

民
と

の
関

わ
り

方
オ

オ
バ

ナ
ミ
ズ

キ
ン

バ
イ

の
除

去
活

動
で

は
高

校
生

や
留

学
生

が
参

加
し

て
い

る
こ

と
が

あ
る

が
、

そ
こ

で
地

域
環

境
団

体
や

漁
業

関
係

者
か

ら
、

困
っ

て
い

る
現

状
や

活
動

に
つ

い
て

生
の

声
と

し
て

聞
く

こ
と

に
よ

っ
て

、
と

て
も

良
い

体
験

が
で

き
た

と
答

え
て

く
れ

る
人

が
多

い
。

こ
う

い
っ

た
体

験
を

さ
ら

に
多

く
の

児
童

、
生

徒
に

し
て

も
ら

い
た

い
と

考
え

て
い

る
。

1.
学

生
と

と
も

に
考

え
る

。
～

び
わ

湖
の

新
た

な
脅

威
と

未
来

～

N
PO

法
人

 国
際

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

学
生

協
会

第
5
回

5

・
「
近

い
水

」
の

あ
る

暮
ら

し
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

琵
琶

湖
の

生
き

物
に

ぎ
わ

い
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

課
題

と
成

果
な

ど
を

わ
か

り
易

く
発

信
す

る
こ

と
で

、
下

流
域

の
人

に
も

も
っ

と
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
必

要
（
例

：
琵

琶
湖

博
物

館
は

他
府

県
の

人
に

は
知

名
度

は
低

い
）

課
題

を
伝

え
、

そ
の

解
決

に
上

下
流

の
市

民
団

体
、

個
人

が
取

り
組

み
こ

と
で

、
課

題
が

宝
物

に
変

わ
る

こ
と

に
な

る
。

そ
の

よ
う

な
企

画
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

3.
つ

な
が

る
た

め
の

方
法

を
考

え
よ

う
～

市
民

レ
ベ

ル
で

ど
う

つ
な

が
る

か
～

N
P
O

法
人

こ
ど

も
ア

ー
ト

 （
琵

琶
湖

・
淀

川
流

域
圏

連
携

交
流

会
）

第
5
回

6

び
わ

コ
ミ
会

議
の

開
催

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

（
市

民
団

体
）
の

担
い

手
の

若
返

り
の

た
め

の
施

策
例

）
Ｎ

Ｐ
Ｏ

の
活

動
の

事
業

化
（
継

続
的

な
雇

用
の

実
現

）
企

業
内

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
（
現

役
時

代
か

ら
の

市
民

活
動

へ
の

参
画

）
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と
企

業
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
に

お
け

る
学

生
の

活
動

支
援

と
地

域
貢

献
人

材
の

雇
用

創
出

Ｎ
Ｐ

Ｏ
や

市
民

活
動

を
継

承
す

る
担

い
手

の
育

成
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

活
動

の
事

業
化

、
企

業
内

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
、

協
働

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

活
動

の
促

進
、

学
生

の
活

動
支

援
、

地
域

貢
献

人
材

の
雇

用
創

出
等

）

4.
団

体
・
企

業
・
行

政
で

つ
な

が
り

あ
っ

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
課

題
を

プ
ラ

ス
に

転
換

！

く
ら

シ
フ

ト
工

房
滋

賀
県

琵
琶

湖
環

境
部

第
5
回

7

・
行

政
が

行
っ

て
い

る
生

態
系

再
生

・
保

全
の

取
り

組
み

と
民

間
・
自

治
会

等
が

行
っ

て
い

る
環

境
保

全
活

動
と

の
リ
ン

ク
（
各

個
人

が
持

っ
て

い
る

環
境

再
生

保
全

に
対

す
る

思
い

を
生

か
す

仕
組

み
）

が
不

十
分

6.
生

き
物

に
配

慮
し

た
川

づ
く

り
～

行
政

と
地

域
社

会
、

N
P
O

等
と

の
連

携
～

古
橋

の
オ

オ
サ

ン
シ

ョ
ウ

ウ
オ

を
守

る
会

滋
賀

県
長

浜
土

木
事

務
所

木
之

本
支

所
第

5
回

8

(完
全

で
は

な
い

が
)釣

っ
た

外
来

魚
は

リ
リ
ー

ス
し

な
い

と
い

う
こ

と
・
こ

う
い

っ
た

環
境

学
習

や
セ

ミ
ナ

ー
，

環
境

講
座

な
ど

の
場

へ
の

参
加

に
つ

い
て

，
一

部
の

意
識

の
高

い
方

々
の

積
極

的
な

参
加

は
見

ら
れ

る
．

し
か

し
，

そ
れ

で
は

意
識

の
高

い
方

の
意

識
が

よ
り

高
ま

る
だ

け
で

，
意

識
の

低
い

人
や

今
ま

で
参

加
し

な
か

っ
た

方
に

い
つ

ま
で

も
参

加
し

て
も

ら
え

な
い

と
い

う
点

．
・
そ

う
い

っ
た

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

意
識

の
低

い
方

に
参

加
し

て
も

ら
う

よ
う

に
，

開
催

方
法

な
ど

に
工

夫
が

必
要

で
あ

る
と

感
じ

た
．

7.
外

来
魚

を
減

ら
す

取
り

組
み

の
進

捗
点

検
と

ア
イ

デ
ア

出
し

滋
賀
県
立
大
学
環

境
科
学
部

第
5
回

9

県
内

へ
の

情
報

発
信

：
情

報
発

信
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト
の

運
用

　
等

県
外

へ
の

情
報

発
信

：
な

し
県

内
へ

の
発

信
も

必
要

で
す

が
、

い
か

に
県

外
（
特

に
関

西
圏

）
の

人
に

、
び

わ
湖

を
自

分
の

こ
と

と
し

て
考

え
て

も
ら

う
き

っ
か

け
を

作
っ

て
い

く
か

が
課

題
で

す
。

楽
し

そ
う

、
驚

き
、

共
感

等
、

び
わ

湖
を

身
近

に
感

じ
て

も
ら

う
切

り
口

を
工

夫
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

（
観

光
誘

致
と

し
て

の
び

わ
湖

で
は

な
く

、
命

の
水

と
し

て
の

び
わ

湖
を

伝
え

た
い

）

14.
情

報
発

信
で

つ
な

が
る

び
わ

湖
と

市
民

新
江

州
㈱

循
環

型
社

会
ｼ

ｽ
ﾃ

ﾑ
研

究
所

第
5
回

10

う
み

の
こ

を
使

っ
た

体
験

活
動

で
滋

賀
や

一
部

琵
琶

湖
周

辺
地

域
の

小
学

校
や

子
ど

も
た

ち
に

対
し

、
琵

琶
湖

に
親

し
み

、
遊

び
な

が
ら

、
琵

琶
湖

の
生

態
系

を
学

ぶ
活

動
で

市
民

と
の

つ
な

が
り

が
で

き
て

い
る

こ
と

滋
賀

県
以

外
の

近
隣

地
域

の
小

学
生

や
親

子
に

対
し

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

広
く

「
う

み
の

こ
」
を

利
用

し
た

体
験

活
動

を
通

じ
た

教
育

。
そ

の
た

め
に

は
、

周
辺

地
域

小
学

生
用

の
「
う

み
の

こ
」
を

も
う

一
隻

行
政

で
予

算
と

れ
な

い
か

。

少
子

高
齢

化
や

人
口

減
の

現
状

で
の

市
民

と
の

つ
な

が
り

方
4.

あ
な

た
は

何
で

琵
琶

湖
を

感
じ

ま
す

か
？

N
P
O

法
人

こ
ど

も
ア

ー
ト

 （
琵

琶
湖

・
淀

川
流

域
圏

連
携

交
流

会
）

第
6
回



N
o.

す
で

に
で

き
て

い
る

こ
と

実
現

に
向

け
た

課
題

十
分

記
載

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

グ
ル

ー
プ

テ
ー

マ
担

当
団

体
び

わ
コ

ミ
会

議

11

・
マ

ザ
ー

レ
イ

ク
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
中

で
地

域
連

携
W

G
を

立
ち

上
げ

関

係
者

で
連

携
の

た
め

の
議

論
や

企
業

へ
の

働
き

か
け

（C
SR

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
）
、

今
後

の
連

携
の

た
め

の
活

動
内

容
に

つ
い

て
お

お
よ

そ
共

有
で

き
て

い
る

。
・
連

携
の

当
事

者
に

な
る

団
体

と
連

携
を

仲
介

す
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
顔

の
見

え
る

関
係

で
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

が
で

き
て

い
る

。
・
連

携
に

よ
っ

て
課

題
を

解
決

し
た

い
と

い
う

主
体

を
具

体
的

に
把

握
し

て
い

る
。

情
報

収
集

や
連

携
の

事
例

づ
く

り
を

す
る

た
め

の
人

手
不

足
7.

新
た

な
連

携
の

糸
口

を
探

す
滋
賀
県
立
大
学

第
6
回

12

結
成

し
た

ば
か

り
で

あ
る

た
め

既
に

出
来

て
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

「
つ

な
が

り
」
実

現
の

た
め

の
課

題
滋

賀
県

内
で

の
活

動
家

の
つ

な
が

り
の

場
不

足
。

距
離

的
要

因
。

6.
若

者
の

力
を

活
か

す
に

は
同
志
社
大
学
政
策
学

部
3
回
生

滋
賀
学
生
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
kan
am
e

第
7
回

13

本
日

の
テ

ー
ブ

ル
に

よ
っ

て
、

湖
南

、
湖

東
、

マ
キ

ノ
の

活
動

状
況

と
課

題
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
個

人
・
企

業
・
地

域
な

ど
の

主
体

的
な

取
り

組
み

や
、

そ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

を
支

援
す

る
仕

組
み

の
構

築

具
体

的
な

目
的

を
持

っ
た

、
地

域
フ

ォ
ー

ラ
ム

同
士

の
情

報
交

流
機

会
の

創
出

（
交

流
の

為
の

交
流

で
は

な
い

）
旧

流
域

委
員

会
の

現
況

の
把

握
（
活

動
の

有
無

）

10.
地

域
フ

ォ
ー

ラ
ム

と
の

つ
な

が
り

を
活

か
す

環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
湖

東
第

7
回

14

・
琵

琶
湖

の
こ

と
を

意
識

し
て

い
る

団
体

や
個

人
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

で
、

で
き

る
範

囲
の

活
動

は
行

っ
て

い
る

。
　

農
業

者
は

、
環

境
保

全
型

農
業

の
実

践
や

濁
水

を
極

力
流

さ
な

い
努

力
。

消
費

者
の

意
識

の
高

い
人

は
「
食

べ
る

こ
と

で
琵

琶
湖

を
守

る
活

動
。

食
育

の
推

進
。

森
林

の
保

全
活

動
、

ヨ
シ

刈
り

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
び

わ
湖

の
日

の
一

斉
清

掃
な

ど
。

→
　

ま
だ

ま
だ

十
分

と
は

言
え

な
い

が
・
・
・

・
他

の
団

体
や

活
動

に
対

す
る

理
解

が
十

分
で

な
い

。
・
一

部
方

の
活

動
に

な
っ

て
お

り
、

も
っ

と
裾

野
を

広
げ

、
活

動
の

幅
を

拡
散

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
互

い
に

補
い

あ
え

る
こ

と
が

も
っ

と
あ

る
の

で
は

な
い

か
？

・
様

々
な

生
業

や
経

済
活

動
を

行
っ

て
い

る
も

の
が

、
同

じ
場

で
意

見
交

換
し

、
互

い
の

活
動

へ
理

解
を

深
め

る
場

が
も

っ
と

必
要

で
は

な
い

か
。

　
　

　
→

　
「
び

わ
コ

ミ
会

議
」
の

さ
ら

な
る

発
展

と
深

化
へ

の
期

待

11.
琵

琶
湖

と
農

業
を

活
か

す

滋
賀
県
農
政
課
世
界

農
業
遺
産
推
進
係

第
7
回

15

「
釣
り
人
」
に
よ
る
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
。

①
 清
掃
活
動
を
通
し
た
「
水
際
、
水
辺
」
の
漂
着
ご
み
の
記

録
と
発
信

②
 「
観
察
者
」
と
し
て
の
釣
り
人
が
持
つ
環
境
変
化
の
情
報

集
積
と
発
信
の
試
み

③
 多
様
な
主
体
と
の
「
共
感
」
を
通
し
た
連
携

共
感
を
通
し
た
連
携
の
ひ
ろ
が
り

①
 「
琵
琶
湖
」
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
へ
の
愛
着
・
思
い
を
軸
に

し
た
活
動
へ
の
多
様
な
人
材
の
協
力

②
 「
プ
ロ
ガ
イ
ド
」
「
釣
り
人
」
と
し
て
の
規
範
行
動
と
意

識
の
醸
成

③
 「
自
然
観
察
者
」
と
し
て
の
環
境
変
化
、
課
題
意
識
の
共

有④
 琵
琶
湖
を
業
の
場
と
す
る
人
々
と
の
連
携
を
模
索

取
り
組
み
の
社
会
的
な
評
価
向
上

①
 琵
琶
湖
を
フ
ィ
ー
ル
ド
（
業
の
場
）
と
す
る
他
の
分
野
へ

の
取
り
組
み
の
波
及
。

②
 モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
情
報
を
活
用
す
る
た
め
の
手
段
。
「
環

境
指
標
」
と
し
て
の
活
用
な
ど
。

③
 モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続
に
向
け
た
支
援

・
多
様
な
業
種
か
ら
の
情
報
収
集
と
、
指
標
化
を
実
現
す
る

窓
口
の
設
置
ま
た
は
、
機
能
の
明
確
化

4
釣
り
人
か
ら
見
た
び

わ
湖
の
変
化

び
わ
湖
エ
コ
ア
イ

デ
ィ
ア
倶
楽
部

淡
海
を
守
る
釣
り

人
の
会

第
8
回

16

・
国
・
県
・
基
礎
自
治
体
の
情
報
共
有
お
よ
び
政
策
調
整
・

法
整
備
等
を
含
め
た
実
質
的
連
携

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
湖
岸
清
掃
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
の
努

力
を
顕
彰
す
る
仕
組
み

・
関
係
人
口
を
巻
き
込
む
仕
組
み
づ
く
り

・
関
与
主
体
が
誰
か
と
い
う
こ
と

14
水
草
か
ら
み
た
び
わ

湖

チ
ー
ム
水
宝
山

第
8
回



「私のコミットメント（約束） 2018」

No コミットメント

1 健康

2 びわ湖の四つの島を巡る

3 転んでも立ち上がる

4 人と人とびわ湖をつなげ、ふるさと滋賀にもどる！

5 We Love びわ湖

6 山からびわ湖

7 JICAプロジェクトを通じてびわ湖の取組の本質をベトナムのハロンの人々に伝えていく。

8
第５回びわ１００（びわ湖チャリティー１００ｋｍ歩行大会）の安全な開催と昨年以上の寄付活動を
する

9 もっともっと拡めたい　自転車はビワイチ　ウォーキングはびわ１００

10 第５回びわ湖チャリティー１００ｋｍ歩行大会に参加して完歩する!!

11 びわ湖にイイ商品をひろめる！

12 もっともっとびわ湖を食べる。

13 滋賀の地酒を飲んで楽しむ

14 １級河川の名前を３つおぼえる。

15 月１回、びわ湖へ来るぞ

16 今年も毎日合おう琵琶湖　湖面から湖上から！

17 環境学習「うみのこ」「川の学校」「やまのこ」を「支える」学習支援をしていきたい！

18 琵琶湖疏水に沿ってずっと歩く。

19
「滋賀県」「びわ湖」の素晴らしさを人へ伝える。
キーワード：「食」「遊」

20 湖魚をもっと我が家の食卓に

21 びわ湖にビワマスをもどす

22 びわ湖を（各地から）（止まって）眺める

23 沖島に行く　　100kmウォーキング制覇

24 つながりをひろげる

25 滋賀で連泊する

26 びわ湖から水源を想う

27
びわ湖を広く知らせる　びわ湖の出口をつくる
洪水浸入を防ぐ　舟運に改善が進めば大きな効果が考えられる

28 びわ湖を好きな人とのつながりを増やす



「私のコミットメント（約束） 2018」

No コミットメント

29 しあわせの輪を広げる

30 美しい琵琶湖を発信する　知ってもらう

31 びわ湖を知り、感じるため、びわ湖の魚を釣る

32 琵琶湖のふもとで２～３回家族旅行します。

33 多くの人へ案内する

34 地域に根ざした教育をサポートする

35 地下水からの栄養供給を調べます。

36 外来生物除去活動に参加する！

37 流域治水

38 びわ湖の問題を自分ごとにする

39 つながりの幅を広げる

40 びわ湖と学校、びわ湖と子どもをつなぐ

41 琵琶湖をもっと楽しむ

42 びわ湖で泳ぐ

43 琵琶湖の水位を毎日チェックする

44 もっと琵琶湖を知り、考える

45 人とびわ湖　人と山をつなぐ　歩く

46 遊びたおす

47 びわ湖を育む川でできることからはじめよう　小さな自然再生

48 里山と林業との橋渡し

49 琵琶湖の水鳥の魅力を発信します

50 かっこいい釣り人になる

51 野鳥を身近に感じられる企画（探鳥会など）を提供する

52 私達は、水鳥が琵琶湖をどう見ているか多くの人に伝えてゆきます

53 琵琶湖で学び遊び楽しむ!!

54 山の木を街の人に売る！

55 びわ湖を訪れる。　びわ湖を感じる。

56 行く、食べる、飲む、楽しむ!!



「私のコミットメント（約束） 2018」

No コミットメント

57 オオバナ完全駆除！

58 《観察と行動》 みる、考えるだけでなく動く

59 滋賀を知る

60 びわ湖をめぐる生活を楽しむ！

61
ゆりかご水田米を食べる！
県外の方（友達）にゆりかご水田米を食べてもらう！

62 びわ湖を身近に！

63
食べる、楽しむ、汗をかく!!（湖魚を食べ、魚のゆりかご水田米（ミズカガミなど）を食べ、フナズシを
食べて世界農業遺産認定を目指す!!）

64 びわ湖と遊ぶ

65 水辺のゴミを今までより拾う。

66 今より更にびわ湖を知る

67 外来生物問題以外の琵琶湖に関する問題を詳しく学ぶ

68 オオバナミズキンバイ除去活動の参加者を増やす。

69 オオバナとりきる。

70 オオバナ完全除去！　北湖に行く

71
知識を詰め込んでいきながら、色々な活動に参加して、様々な人達と協力しながらより良くしてい
く!!

72 東京で人に伝える　　日常に広げることから……

73 森と共生できる人の輪を広げる!!

74 海外の湖をもっと訪れる

75 山や川に親しむ子ども達を増やす

76 もっと琵琶湖と関わろう!!

77 啓発活動の推進と具体化

78 ５年がかりのびわ湖一周ウォーキングの完遂

79 カモガワを知る

80 MTBでビワイチする

81 さまざまな立場の方と交流する

82

83

84



「近江さんすい」に寄稿を行っています！ 

 

マザーレイクフォーラム運営委員会では、平成 27 年の秋から、滋賀県河港・砂防協会が

発行する季刊誌「近江さんすい」に、マザーレイクフォーラム関連の記事を随時寄稿させて

いただいています。ここでは、昨年 9 月以降に発刊された分についてご紹介いたします。「近

江さんすい」は、県内の主要な公共施設に置いてありますので、探してみてください。 

「近江さんすい」のバックナンバーの入手や定期購読などのお問合せは、「滋賀県河港・

砂防協会」まで直接お願いします。 

滋賀県河港・砂防協会 Web サイト：http://www.maroon.dti.ne.jp/shigakako/ 

 

   

 

平成 30 年 11 月号(22 号)  平成 31 年 1 月号(23 号) 

 

   

平成 31 年 3 月号(24 号)  令和元年 7 月号(25 号) 
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淡海を守る釣り人の会

魚のゆりかご水田プロジェクト

環境NPO　みどりと水のフォーラム

山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会

沖島町離島振興推進協議会

マザーレイクの会

大川活用プロジェクト支援団体 haconiwa

びわ湖チャリティー100km歩行大会実行委員会

京筏組

認定特定非営利活動法人しがNPOセンター
NPO法人大阪府海域美化安全協会

公益財団法人琵琶湖・淀川水質保全機構
琵琶湖・淀川流域ネットワーク推進会議
琵琶湖・淀川流域圏再生推進協議会

琵琶湖博物館　環境学習センター

滋賀地方自治研究センターびわ湖プロジェクト

米原市環境フォーラム実行委員会
NPO法人太陽文化振興会

八幡堀を守る会

NPO法人瀬田川リバプレ隊

NPO法人モスグリーンEco
地域環境活性化協議会

半田こどもエコクラブ
東幡豆漁業協同組合

アジアの浅瀬と干潟を守る会
島を美しくつくる会

一般社団法人滋賀グリーン購入ネットワーク
びわっこ大使

八幡酒蔵工房「いまさかＰＪ」
kikito（湖東地域材循環システム協議会）
仁枝 洋（淀川管内河川レンジャーアドバイザー）

川端　善一郎（総合地球環境学研究所）

環境フォーラム湖東
井手　慎司（滋賀県立大学環境科学部）

伴　修平（滋賀県立大学）
新江州株式会社循環型社会ｼｽﾃﾑ研究所MOH通信編集局

巨木と水源の郷をまもる会
おうみのふるさと物語プロジェクト

ＮＰＯ法人 子どもと川とまちのフォーラム
カッパ研究会

橋本 夏次（愛知産業大学大学院造形学研究科建築学専攻）

琵琶湖・淀川流域圏連携交流会
岩田　智也（山梨大学生命環境学部）

株式会社 ラーゴ

ＮＰＯ法人 家棟川流域観光船
ＮＰＯ法人　環境を考える会

オムロン株式会社　野洲事業所
株式会社村田製作所 野洲事業所

もんぺおばさん田舎工房
ＴＯＴＯ(株)　滋賀・滋賀第二工場

いきものみっけファーム滋賀推進協議会
山内エコクラブ

ＮＰＯ法人 蒲生野考現倶楽部
ＮＰＯ法人 碧いびわ湖

白鳥川の景観を良くする会（略称：景観隊）

須原魚のゆりかご水田協議会（せせらぎの郷）

特定非営利活動法人 滋賀環境カウンセラー協会

守山湖岸振興会
勝部自治会

立命館守山高等学校　Sci-Tech部　生物化学班

大川活用プロジェクト
野洲市消費生活研究会

環境基本計画推進会議　自然・山部会
環境基本計画推進会議　エコ資源部会

エコロジーマーケット　やすの会
野洲生活学校

びわ湖の水と地域の環境を守る会

中野　伸一（京都大学生態学研究センター）

名称
特定非営利活動法人 おおつ環境フォーラム

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター
谷内　茂雄（京都大学生態学研究センター）
奥田　昇（京都大学生態学研究センター）

ＮＰＯ法人 びわこ豊穣の郷

滋賀大学「環境学習支援士」会
滋賀県化学・環境行政職員同友会（化環会）

草津でホタルを楽しむ会
びわ湖エコアイディア倶楽部

草津塾
ＮＰＯびわ湖環境

チーム一滴(Team Itteki)
湖南・甲賀環境協会

守山市ほたるの森資料館
レイ大目田川会（レイカディア大学）

木浜の資源環境を守る会

マザーレイクフォーラム エントリーシート

活動団体所在地マップ

滋賀県
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京都市

甲府市 松山市
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3 4
5
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28
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30

31

32
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34
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37

39

40

41

42

43
44

45

48 49

亀岡市

50 52

貝塚市
53

7

38

14

46

51

枚方市

60
61

63

64

65

66

62

54

愛知県
55 56 57 58 59

泉佐野市
67

大阪市
6869 70

711

72

74

73

久留米市
75

76

77

79

78

81

80

8283

84



ブース
番号

団体名 ブース内容

1
琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業推進協
議会

森・里・湖（うみ）に育まれる　漁業と農業が織りなす
「琵琶湖システム」
「日本農業遺産」認定！　そして、世界へ！

2 公益財団法人　琵琶湖・淀川水質保全機構 飲める水　遊べる水辺　次世代に
3 滋賀県総合企画部企画調整課 滋賀応援寄附のご案内
4 地球研　栄養循環プロジェクト びわ湖流域のガバナンス
5 生物多様性びわ湖ネットワーク トンボ100大作戦～滋賀のトンボを救え～
6 座・沖島 座・沖島のこれまでの活動
7 滋賀県全国植樹祭推進室 第72回全国植樹祭、令和3年(2021年)春開催

8
家棟川・童子川・中ノ池川にビワマスを戻すプ
ロジェクト

多様な主体の協働で家棟川にビワマスを取り戻せ！

9 淡海を守る釣り人の会 釣り人による清掃活動
10 滋賀県 温暖化対策課 滋賀県の低炭素社会づくりの取組
11 NPO法人 蒲生野考現俱楽部 蒲生野考現倶楽部の活動紹介
12 琵琶湖・淀川流域圏連携交流会(BYnet) BYnetの活動紹介
13 水宝山 善意(利他)と誠意(共感)と熱意(持続)でびわ湖をよくする「びわぽいんと」始ま
14 認定NPO法人びわこ豊穣の郷 オオバナミズキンバイ除去活動 2019

17 滋賀県　琵琶湖保全再生課 琵琶湖の保全再生について

18
琵琶湖・淀川流域圏再生推進協議会および
琵琶湖・淀川流域ネットワーク推進会議

琵琶湖・淀川流域における取組紹介

北湖のオオバナミズキンバイと私たちに活動についてNPO法人国際ボランティア学生協会IVUSA

小河川(近木川)から広域流域圏(琵琶湖・淀川)へ元近木川流域自然大学研究会

グラフィックレコーディング掲示
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ブース出展配置図
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琵琶湖周航の歌 歌詞カード(1～3 番) 

 

 

 

１   われは湖
うみ

の子  さすらいの 

     旅
たび

にしあれば  しみじみと 

     のぼる狭霧
さ ぎ り

や  さざなみの 

     志賀
し が

の都
みやこ

よ  いざさらば 

 

 

２   松
まつ

は緑
みどり

に  砂
すな

白
しろ

き 

雄
お

松
まつ

が里
さ と

の  乙
おと

女子
め ご

は 

赤
あか

い椿
つばき

の  森
も り

蔭
かげ

に 

はかない恋
こい

に  泣
な

くとかや 

 

 

３   浪
なみ

のまにまに  漂
ただよ

えば 

赤
あか

い泊
とまり

火
び

  なつかしみ 

行方
ゆ く え

定
さだ

めぬ  浪
なみ

枕
まくら

 

今日
き ょ う

は今津
い ま づ

か  長浜
ながはま

か 




